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岩ノV ヲ走茂ヲ木．幅 7 層ニ於＝緯
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ス散甚ク j)）｝： 角ソタト 闘成ア｛民間

I JV 在タ或 居岩 稀土 産ス九竺百

A 



カ 了 断斜十訳郡岩 ノ 中 ト 花 J、 τz 

ま日 セ 層 ノ 度質 日 並退部 ア 闘 来占 ト
キ ヲT ア 角 乃 頁吉 ーー 縁第 9 岩板多
ヲ レ’ 9 度至岩村砂 ーー 一 ーー 岩ク一以 J、 プ .. ，、 一 中瑞岩散紀 接及層一
ア 明 北十十 ーー 浪頁在層． 二え 砂向

偲 カ 東度度楠町岩 シ 2 ノV 岩及
） 

ソ ナ ヨ 乃 ーー 炭及及 プ ，，、 F甘 ヨ 傾
、申ー フ 9 至傾 ヲ 妻角 露東 近 y 奈ヰ
本サ 南三斜侠木盤 出部 ‘・・． 『 成 .－・、

居 /V 西十 ジ メ 村岩 シ ーー ，，、 9 前
度西

、
ヲ 屯 ーー ヲ 並 ヨ 下花 岩北者

中其走 ナ 部居 ー・－ 9 吉日 樹 石東 ーー

部岩 9 ノV ーー 向北成 ヨ 友1-Lヨsi J、 ヨ 同

第質 地 宅 プ 及西 9 ') ヲ 接 ') t〆

＝及居稀 J、 傾部蕗凝被 鯛南中

紀埋錯 ーー 南耕可 々 京覆 作西部

層臓笛L六西 .＞、 見 ーー 角 ジ 用 ーー 及

ト 化ス十又随郡介聾 7 ヲ 走東

ナ 石本度 J、慮御化岩丘 受 ν 部

セ ..；，、 居 ーー 北異嵩 石箆陵 グ ノ：ν 一・．
') 中 ノ 蓮束 ナ町及岩 ヲ 7 jJ 戴

「

新地 シュ ν 附木凝 ナ オz 如箇
持j 質 中傾 JV i!f. 葉友 セ JV ク 蕗

一・－ 年央斜 屯 ーー 化質 JV シ｛頃 ーー

於代部 シ概於石砂 ノ フ ~l 花
ケ J、 瑞 7 シ プ ヲ 岩外 ::c ，，、 関

ノV 未浪－ 7 ..；・、 埋及 中 }Y 明岩

丸
モ タ 町 向東凝議疑部 ス コb ーー
化附斜部友

、目E
国ノ シ 2疋 2え ーー ナ

ト 石近層 ーー 質 中質 西 麓 ラ 司マ

類 ノ 一ー ヲ ブ 砂央頁部 質 .A ノE〆、
似調 Jテ ナ .；・、 岩部岩 ーー ス 本 、

ス 査 J、 シ南及土凝丘 ノV 層 ごヲ』ー

JV ヲ －~頃東疑岐荻陵 日一 ノ ノ



I ' 

石春花占洪 ！ナ ナ ナ 1字岩粘 ν ジ上

白 日 闘 メ 積ノV ラ ニス 石 ヲ 土 7 東部
雲井岩礁層へ .A 本砂挟 ヨ 箱宇第
母郡 J、及 J、 ミ／岩層 ヲ 、、－． , 庚 a ニ
黒水園砂河 石中挟東成域 J、紀

雲野幅 ヨ 岸 亦 ーー メ 春 , ヲ 恵屠
母村 ノ ヲ ーー 未 J、 9 日 土 占那 ? 

） 

及 等南成増 タ未層井岐メ 郡 J、

角 品東
, 
段 国タ 向郡津其大康

閃小部沖 ヲ 結化及坂町南井ク
石直．及積成 セ 石傾下附 ーー 町闇
ヨ 域中層ス ヲT ヲ 説村近 J、 附幅, ＝部 J、 モ ノV 接 J、 附品 蕗近ノ
成散品 河 ノ 砂見底近於々 一由 西, 在康岸 、 礎セ 一ー ーー プ 一ー－ 北半
其ス域ユ外 及ヲF ヨ 於 J、 λi、東ユ
1ヨ、；ヨμゴ, ヲ 卒東 粘 JV

, 
プ 下直 ヨ 丘

有石 占地部 土
""' 
差 J、部域 ') 陵

量 J、 ム ヲ ーー ナ 中具上ノ 品南 ヲ

ノ 白 JV 成花 JV 部 ア部粘散西構

多色 ノ シ 闘 ヲ 第 Y ノ 土在品 成
寡乃外砂岩 以三ア 粘中 シ瓦 シ、

中及至北諜 ヲ 7 紀一士 品下
, 

石友東及被 恐層般中桂部 Jテ 部
理色部粘覆 ラ ヲ 一由 キ岩 J、花第

一ー ヲ 窓士 ミ〆 ク 不援｝ ノ 砂闘三
ヨ 墨那 ヨ ．プ 鮮整慢ニ角及岩紀
ヲ シ郡 , 山 新合ナ 居磯粘及層
プ 石蛭成地 期 ユ JV ノ ヨ 土石ヲ

夏英 JI) y ノ 品被波掲 ヲ 上英不
。

ζ 正村 中 属覆朕茨成部瑳整

雨長南 腹 二λ 二λ ノ 及 νJ、岩合

雲石西 以 JV JV 摺－ JV 砂 ヲ ーー
母鶴部 下 :t: ノ 曲居角磯被被

j花長束 ヲ ノ ・‘司．、 ヲ ノ ・盛況覆覆



臆古閃雲数石スム岩岩紀閃岩闘

用生総母箇英字雨 J、株層緑及岩

材層岩ノ慮及花者北ヲニ岩閃黒
料ヲ J、理主ユ長崩ノ部ナ被ト雲雲

ユ貫可品上石岩関木シ覆共花母

褐キ見勲部ヨ 2き係骨宇セェ闘花
炭ア郡在古 Y ぺ J、 JI!花フ南岩闘
粘噴池ジ生成グ今ノ尚レ東 J、岩

土出回及層ノv 'V 明流質ア部上閃

1字シ村上及石タヵ域花庭ュ部雲
石黒池部花英イナュ間々康古花

砂色田古崩躍トラ稿岩ユグ生闘

石ヲ町生岩岩 A .A 康 J、露山居者

粉基屋代ヲ J、慮岩域南出地ヲ花

紬ジ附粘貫北々石ヲ西スヲ貫闘
薬主近板キ部品川領部雨構キ閃

原品及岩荻及岩氏スュ雲成ア総

料斜土或白東服白ノV 花母ス餅岩

建長岐 J、色部ヲ色ノ崩花此盤及

築石郡砂乃 ι ナ ι 外閃崩外タ 4三
石石駄岩草稿ジシ石総岩黒ナ花

材英知ノ晴康 7 7 英岩 J、雲シ闘

及角町破青域花石 ~1 ヲ南母之質
冷閃ノ片色ヲ同英岩貫東 山花ヲ花
泉石北ヲ鍛占岩長中キ部 ’闘賞闘
ア及方祐密ムヲ石品アニ岩キ岩
9 黒ユ取＝ノV 貫及数亦閃 J、ア品

雲岩ぷシノキ黒箇岩雲北餅 i& I 
母脈ルア外白雲蕗株花西盤別 i
ヨヲ屯石岩色母品ヲ儲部ヲス

Y ナノ英服ヲノ小ナ岩ユナ黒
成シア長ヲ基礎直スヲ中セ雲
ノV アソ石ナシ品域花賞部ノV 母

上渠及ジ主散ヲ闘キ第花花！
部雲黒アュ黙占斑 7 ニ樹崩｜

司 － F佐胆 ーー・ーーー ーー



否層ヲノV 北度モ附共十延乃村褐

明ヲ除坂西ニ良近品度長至附炭

カ被キ下品傾好品 0 .：：.三一近 J、

ナ覆良村 J、斜ナ於 λ 傾五米品慮
ラジ好附究ジ JV j" 米斜粁ナ於品

スアナ近第厚部品品ジユ JV アヨ

褐尖ノνζ ユサ穿ニジ厚ジモ J、 y

決減部於薄伏 J、箇アサア北一一 1
J、シ亦 7 ク見 O 慮北瑞塗西層層
黒北 J、 J、延村五品東？良二二ア成

色西厚ニ長二米稼及茨稼 J、 9 ＿，，、

又品サ層五於ナ行南坑行花南二

黒 J、下ア主アリセ西ユユ闘西居｜

街延暦 9 粁ー御フェア堪岩十ヲ i
色長 J、ァュ米嵩ノて薄各へヲ度按 i
品凡 O 南ジニ町ニグーテ被乃ス｜
シ粁七西アシ附層延－ JV ~重宝へ
ア品米五木ア近ア長米品シ十ク

木シ上度骨南二 9 約一至 7 五 〆其
質 7 層品川束於北六米ノV 主主度居
構上 J、｛頃沿品 7 西粁ナ瑞ユュ位
造層 O 剥岸川 J、五ユノv 1.良其傾上
向 J、六ジエ上一度シモ町跡斜ノ

明厚米，厚於部層ュア来附ヲジ閲

カサュサア古ア｛頃厚ミ近絶厚係

ナ O シ共 J、生 P 斜サヲュチヲT J、

9 五ア品稼屠アジ O除於南日未｜
之米南プ行ヲ南厚四キア束吉タ ｜
ヲト東二二被西テ米良川品炭明

日ナユ米堪覆十共ト好二 J、t坑カ

主'6 9 .＞、 ナヘシ度二ナナ層次ュナ
二下，上 JV サア乃－ JV JV ア第テラ

曝層部モノV 尖至米妻部リユ O ス｜
露 J、古爽＝滅三ナ米分南薄六日｜

ス存生ミ至九十 JV 村 J、京ク米吉 l



厚或蛙ノ昌三節‘火ジ云ヲ土粘 v

J、ー粘部上層土高瓦匝節稽＝破

蛙穂土ノ部下 J、ジノ鉢粘ジ五砕

官叉木粘ノ部中俗原又士陶穂ス
粘 J、節土粘ノ部品料 J、ト磁ア其

土二粘ヲ土亮昌之＝窯云器ソ年

一積 、土使居土白ヲ周遊色素ー産

米ン及用ヲ J、粘白フ其耐地 J、出

i乃ミ白スナ下土土之ノ火原淡額

宝礎粘 ス郁 .＞、 ト ヲ 原原料駒 J、、
八達土 此 一’ 上稽克料料 ーー 色約
米

、
部 ！ジ士二ス .＞、 外 白 ーー f史 又六

木 JV 同 高土 ーー 硫 ト 供用用 .＞、 高

節 ::r 一 蔵 、ム、 、ア 酸稀 ジ ιヒ ジ 友噸

来占 ト ノ 寺上 ヲ 饗ス 四一二色 ‘テ

主 ア箇 村部ア 士 ，、‘ －＇，、 ，，、 .＞＇、 ーー ') 

0 ') 島 及品 其 ノ グ 鋤暗暗 ジ

六土 ーー 御 ア 上原五色駒褐 プ

｜；米世好 嵩 '} ノ 料 J、 叉色色石
乃 津 ク 町 プ 使 ーー 白 .＞、 又 ヲ 英

至町接 ーー 其用供色暗 .＞、 呈及

一ーー 達 於下 ーー JヨL 乃勅友 ジ 長

六於ス ア ノ 堪而至色色粘石

米 7 JV .＞、 使 ，、 シ 赤 ヲ ヲ 力 事立
白 J、 ーー 克用 うT プ 褐呈曇強 ヲ

粘以 ア 土 ーー ノV 睦色 シ’ .A ク 雑、
土上 ラ .. 堪粘 目 ヲ 少俗耐 フ、
四三久 三／ ，、、 士粘呈量 ーー 火俗
米稽 γ 7 サ ト 土 ジ ノ 之度 ーー
乃 ノ う？ 沖ノV 共 J、 粘砂 ヲ 高 之

宝粘或 積粘 ーー 下カ粒 白 ジ ヲ
六土 J、 粘土上部弱 ヲ 粘俗蛙
・米 ア 薄 土ト部品ク 含土 ーー 目

ーー ') ク 屠共第木耐有 ト 之粘、 、



． 

｜及粘西至温厚有野ミ採白米自シ i
西土方四ぷサジ村議掘粘乃粘ア ｜

方後二米妻五土ユ達 ζ 『土至土其

品達漸ナ木米岐於ジ堪ノ二 J、上

次ジ衣夕、村ナ津 7 厚へミ十薄 J、

｜第南ニ土品 9 町 J、サス援米層使

！二方石岐於白ノ蛙八土建品ト用

i薄五英郡ア粘南日米岐スジナ品
I ，音度砂笠 J、土ナ粘乃津雇ア 9 堪
｜ トユノ原木 J、ノV 土至町テ概採へ

ナ傾量村節厚土ノ十ノニシ掘す

Y 税増ニ粘サ岐ミー北米アニノV
延シ加於土三郡稜米方内南堪粘

長厚スアナ米下達 ζ ナ外西へ土

各す中 J、クナ石ジシノV 二五スナ

入間央蛙蛙ノV 町厚ア可シ度木 9

粁郡部日自宅 ζ テ略見アェ節ト

四鶴恵粘粘東於十水郡南傾粘ス

｜百岡那土土方ア二平豊東斜土耳
米村郡ノ J、ニ J、米ユ岡十ス J、南

1 ニ原陶ミ薄薄木ユ成町度主主：厚西

ジユ村接屠ク節還暦及品南サナ

ア於附建ト駄粘スジ士傾ナーノV

稼ア近シナ知土ノν 土岐斜ノV 米士

行各品厚 9 町 J、モ岐郡シ土乃岐

ユ入於うす白＝薄特津泉木岐歪郡

堪米 7 四粘於居ユ町町節郡二多
へ........ ..＞、米士アト多ノ 4 粘市米治

サ五蛙乃 J、 J、ナ量東於土之白見

I JV 米自至厚厚 y ノナア J、倉粘町

ュナ粘七テナ峠石ノV J、：薄村士二

至ノV 土米一二日英土白屠ユ J、於

JV 毛及品五米粘砂岐粘ト於厚ア

年東木シ米＝土ヲ郡土ナアヲT J、

！産方節 Jテ乃縮 J、含浅ノリ J、二蛙

四



五

タシ村西ク在 i字 J、士克米於克出 ｛

イタノ加延ジ石 施 ノ、士 J、 7 土 主ii
ト JV 閃茂長南砂 庭 厚，、使 J、及 J、

コ、モ雲郡一回 J、採サ 厚 用庄日蛙

之ノ花小一五 東 取高サュサ土目

ヲ及闘原粁度春セ誠二堪 J、 J、粘 ！

採土岩村ユニ日夕寺米へ克或土

取岐西恵ジ傾井 ν 村ユ 7・土 J、七

シ郡加那ア斜郡 年 二ジノV ー薄商

粉釜茂郡 3ミジ坂 産 於ア粘米ク囚
砕戸郡吉減厚下出ア ;It：土乃或千
シ村藤田スサ村 額 一下ナ歪 J、噸

ア及岡村之ニ附 J、米ノ 9 二一木

陶稲村土ヲ五逗白御使恵五施節

磁 津 土岐採米二土器用那米ノ粘

器村岐郡 l良品ア約町二郡白ミ土

用ノ君I~ 稲ジジリ五ユ堪坂土綾子J

ノ宇鶴 津 アア概噸於へ下 O達二
石花里村精北シ克アナ村ース千

粉尚村及米西ア J、－ JV 及米ノV 囚

ト費及 妻 用品白約五粘ニ乃コ百｜
ナ土妻木品 J、色二米土郷歪ト噸

ス岐木村供地細十ナ J、村ーア白

其君［）村ノス下粒菖 Y ーニ米 Y 粘
年鶴ノ黒年ユ品固白二於品可土

産里宇 雲 産設ジナ土米アジ児約
出村花母出シ 7 ') J、ナ J、 7 郡ニ
額及闘花額南上 姫 9 白其姫高
J、稲質問五東部 治沖土下治五

約 津 花 岩 百二第 村積 J、ノ村千

一村岡陶噸 J、ニ ユ層薄一及噸

高ノ岩村ナ漸紀 於ュ層米春ナ

六ペノ及 9 次麿 アアト乃里 9
千グ毒鶴 ユユ 克 JV ナ歪村

噸マ畑町 薄介 土克えニユ ｜ 



至 ヨ 岡 岡村冷額産及建八硬古ナ i
五 , 山山釜泉約 出花築百ナ 生 , 
百周囲国戸 J、二額肉石噸 JV 代

米百幅幅可恵、千十瑳材ナ 毛 碇
ノ 一 J、 児那才高岩 一ー 9 ノ Z’jヨ＇r一
叢 十北 郡郡ナ五 ア －＇・、 及及
地図緯 上限 , 千 リ 上 柏、第

ヲ 度ニ 之川 個就部 風三
ナ ーー 十 郷村 ニ中古 化紀
ジ至四 村中 十花生 ジ角

西 ヲ 度 弐田 二崩 代 ア 盤、
部 同二 月 大 高岩砂 破岩
....、 山十 並井

千友J、 岩中 砕 ノ

山及升 ーー 町 ジ士
脊香 ヨ 池長 才 白部 易岐
田谷 川 ソ 田島 ナ色第 キ 津

東 ノ 同 村本 , 中二 毛 町
北二ニ 池郷 凝粒紀 ノ F甘
東照十 田村 友乃凝 J、 近
ーー ーー 四 町小 岩至 2疋 共 ーー

連跨度 屋樺 及粗岩 ーー 露
i 亙 ヲ 四 こユ 及 凝粒 及 紬出
ス 北十 湧大 友 一世 凝 薬 ミ／

東西五 出国 質 シ：民 ノ 新

部部長ト ス寺 砂 プ 質 原鮮
ーー ノ 東 皆土 岩最砂 料品

疏岐 ....、 モ 岩 ーー ミノ

卒学百 質郡 反多花 供 7
野 J、ニ 泉鶴 色 タ 闘 _;;t. 白

I~~ ； ナ里 ヲ 使岩 其色, 村 呈用花 年来
児二度 ト 柿 ス セ 闘 産 J、、
島百三 ニぇ 野 年 フ 閃 出炭
時米十 釜 産 ν 紘 額色

－・司．p、

ヲ 乃牙 戸 ti:: 年岩 約堅



七

スジ J、三質ュ八中 JV 上二地ア隔

ノ＇V :z. ー墨ユジ十品ノ部グ質共ア

ヲ 1 般紀ヨア度雲外古マ J、ュ

知ドュ層 Y 北西母見生タ上南其
v 号北 J、上々ユヲ島層ィ部流南

p ノ六粘部西ジ生半 J、ト古ジ品

チ十都古三アス島粘岩生水見

三度賓生十北 JV ヲ板英層島島

粘乃砂層度々毛構岩涯三灘半

板至岩ト乃束ノ成砂岩塁及島

岩八及推至品アペ堤石紀見略

J、十盤定六念 9 其輝英屠島東

羊度岩シ十斜層花総閃中海西

歯西ヨタ度ス向闘凝紘部品ニ

類品 Y Y 品 νJ、岩友岩第注蓮
植シ成 傾ト北ニ岩盤三クナ

3吻ア 9 耕モ西接及涯紀 ν 
化北石 ペ児部ス石岩層 9 
石々訳 本島及ノV 友及及 洞

ヲ東岩 層宇北附岩玄 J中 疏 h

理二ノ ノ島東近ヨ武積 J、

議十薄 地ニ部 J、 y 岩署 中

シ度層 質於ユ接成ナ並 央

之乃ヲ 年ア於鯛リ p 品 部
a 至挟 代 J、ア盤北ト花 品

ヨ四ミ J、北 J、質西 Jぇ樹 高

Y 十北 明六一作部 岩 梁

本度西 カ十般用及 花 川
居ー隅 ナ度ユヲ北 関 東

ノ傾品 フ乃北受東 斑 部

三剥露 サ至大ケ部 岩 ニ

昼ス出 )Y 七十アユ 宇 旭

紀砂ス モ十度粘露 花 川

品岩層 其度乃板出 崩 ア

嵐 J、向 岩東三長岩ス 岩 9 



角商 ジ雲花沖 ニ九 J、村中

｜英花闘ジ閃部ア母鴎積ノv 1i-:附部
斑閥斑ア花ノ閃花岩居宅 化遺第
岩岩岩閃 閥小雲闘 J、 －＇，、 ノ 石 ーー 一一J、~ －＞、 雲岩国花岩閏砂 、 ヲ 露紀
l南ぺ慮吃 J、川 同 J、幅磯如埋 出屠
西グ 々 同ィ、 ノ 岩吉地及 ヨY 菰 ジ J、

音E ・守 品岩田北 ーー 備ノ 粘 ス 概主
Eえタ 花品郡方移郡週土 JV ジ ーー
者Eイ 間移木 ーー 過足宇 ヨ モ プ 蜜
窪 ト 岩過 ノ 露ス 守 ヲ 9 業水岩
'-

中ス 子出閃町占成郡 J、 地平 ヨ

倉岩こユ 村ス雲池メ 9 質唐 9
政脈岩 及ノV 花目黒河 時 ヲ 成

町 ヲ 脈 浸 宅 闘村雲岸 代 ナ ') 

ノ ナ ヲ 口 ノ 岩附母海 明 コぇ 稀
南 シ成 書店 J、 J、近花岸 jJ ・1 ユ
方ア ジ 玉大最及聞及 ナ ノ 砂

一ー 花友 島 サ -'I: 見岩見 フ 、 ＊ヨai 
花闘 白 町一康島閃島 ~ 攻口 ヲ、
商岩色 附糎域宇雲種事 其 クe 挟

岩 ヲ ーー 近乃 ヲ 島花沿 岩後 、‘・．・．

或 貫 ミノ ーー 至占 ノ 簡 岸 質 月 北
J、遁ア 露三メ 東岩ノ ヨ 郡東
上ス 長 出糎北端及地 9 山部

部 石 ミ／ ノ 東ュ角 ヲ 察野及
古 及 京長部露閃構 ~ 上西
生 石 白石及出花成 JV 村部
！膏 英 色 ノ ー~マ シ闘 A ーー 浪並
ヲ ノ 細瑳西灰岩 中形 ーー

A 

｜貫 Jlf 粒品 部 白 ノ 新附浅
キ 目日白 乃 ヲ ーー 色別 期近 口
プ 散 至含頒粗 ？ ーー ノ 君B
庚 要員 中有布粒 9 該砂舶
域

、
嘗岩穂ス 粒ス シ ニ黒



生古窪一石 a 醸蓮 崩 燈或石 ーー ヲ

村生郡五英於用 島岩班 J、英於 占
t 都代中 米斑 プ 材村 ヲ 岩黒 閃 ケ ム

窪粘庄乃岩採料串貫 J、友紘ノ•V JV 

鏡 板村至 中掘 ーー 山 通黒色岩 毛 ノ

山岩 ーー 一 ノ セ 銅 ーー .A 識 ヲ ＿，、 ノ 外一
｝ ー 中 ア 米銭 フ 鏡関 玄色曇小 J、 慮
プ ノ 9 ナ 服 ν 重雲武鍛ス 回 角 々
採裂現 ヲ ーー タ 石花岩密 郡盤 ーー
掘瞬時鍵 シ y 鏡 闘 ＿，、 ~ 美肢岩
セ ヲ 坑石 プ ::r 粘 4 岩 黒石 山 ヲ 服
ラ 充道； J、概 1- 土ヲ 色基 村呈 ヲ

ν 填駿黄 シ ア 石貫 ノ ーー 一 フ」 ナ大 シ頭銅 プ
, 友 キ 石長 山 三／

正タ シ鋸南掬岩 Jテ 基石 τ仁b耳、 多
入ノV Jテ 硫北高建岩 ｝ ・． ノ 備 ク

年鏡鋸枇＝ 鎮築服撤瑳 君E .；，、

入脈床銭走山 石 ヲ 撹晶 大 石
月 ナ 賦鑓 , ＿，、 材 ナ 石 ノ 井 英
休 9 存 一ー 西小 ア ~ ノ 散 本古 及
山 ト ノ4 ジ方田 9 E韮勲 及 長 ｜

セ云獄 ア 六郡銅 晶 三九 組i 石
9 フ 態鑓十三鏡 ノ ).,,, 津 ノ

鏡重明 石度谷 J、， 散 εe 君E 斑

床石ョー J、 乃村書 在 ノ 金 日日目

J、鏡ナ 石至大ア .A ーー LIJ ヲ

花 J、 ラ 英七字捕 』V ジ ノ 戸白、

同 大ヲT ナ 十横高 モ プ 東 有

九
岩正ノV 9 五谷鏡 ノ 岩 部 ジ

中六 モ 帯度 ーー 11.J 一－・ 脈 ーー 浅
ノ 年鏡江 ーー ア 及 る〆 ヲ 露 口
鏡都床鍍傾 , 帯 プ ナ 出 君E
服窪 J、 山親鑓江 議 ジ 宅／ 蓬 l
ーー 郡上 J、 ジ 床鏡 口 プ 友
シ 菅部都幅 J、 山 郡花 色



ヲ 主ノ 乞a巳量fd、 ノ 百府府 ヒ 建郡粘ア
質成 ナ碁山塞ニ中中外築 日 士約
~・、 シノレ散及地十固園観石美 J、南

上瀬モ J屯 仙ナ三幅幅美材村沖北

部戸 ノ ノV 養ノV 度 J、 ーー ーー 日 積 ζ

古 内 ーー ア 山 モ三北 シ閃濁居走

生海 手〆 ') 西次十緯 プ 雲及品 ') 

層 ーー プ ラ 部第分三 大花川介直
二朝北牽品 ーー ユ十 材関上在立
盤宗西地富南至四 ヲ 岩郡 ジス

石ス ヨ ヲ 士方 ') 度 得 ア手随鍍
表 ') 抜山 品康二 ，、． ') 延慮石
紀 南ク水陵島十 ク 岡村克 J、

層 東 ＝＝ 呑夷及亦 蓮山三ノ 重

ーー ト 山 ジ岡 ヨ 搬市津製石
盤 琉玉頭ア 山 ') 使寓 ミユ造鏡
紀 下十土高 ノ 同 ナ 成於 a ーー
屠 ジ米山サ二三 J'V ｝）之ア 用 ジ
中 花乃男ニ牒十 ヲ 御採 ヒ ア
部 闘至鹿四 一ー 四 以津取 フ 錨
第 岩百山百跨度 ブ 郡セ JV 石

一 2え米女米 9 四 採大ラ呑 J、
紀 上ナ 鹿 一由 北十 取野ノV 友石
層 部 9 山低宇五 セ村 岩英
及 古小高下 J、卦 フ ーー ，，、 ナ
沖 生岡山ス 高東 ノV ア 石 ') 
積 層川及只サ経 ノE〆 ！民
層 地及新北五百 <!; ノ

並 方産山東百三 ノ 原
ーー ノ 田等部米十 a，、 料
花 慮川 ノ － ー 乃三 淡 ト

闘 々 ，，、 玄飯至度 紅 ジ
-!tヨsi ーー 洞武野六 ヨ 色 ア

学 峡流岩須山百 9 ヲ τ口台

谷ノ丘 米間 帯 備

ニ
O



度及患石氏ニラ層南ヲ度キ上崩
乃世及英岩墨ヲF J、東示品石部質

至羅珊瑳中石 ν 二部ジ傾友古花
五郡瑚岩品炭ト墨及特事事岩生筒

十甲ヲユ薄紀宅石北＝スヲ居岩

度山埋貰キ層岩炭西北ノV 挟 J、花

二町臓カ輝 J、質紀部東毛ミ中間

甲附ス V 総北＝居品部各概央瑳

山託~三凝部ヨユ於ノ岩シ部岩
町 ’亦央墨友中 9 不ア深層アョ石
附主部紀岩央偲整著安 J、北 9 英
近二品層ヲ部リ合シ郡多玉東 m
ユ粘ア及挟西二品蓋山ク十方岩

於板 JV 第メ部上被 v 野唐度品石
ア岩モニ 9 及部覆該村向西庚英
，、ョノ紀北南古セ地及ノ乃ク閃

南 Y J、層部部生ラ域吉方宝舟紘
方成主ニユ品麿ノV J、井向束布岩

四リニ披アア＝其大村ユ西ジ玉音
十略粘山 JV Y 絹地ナヲ蓮昌粘堤
度東板レモア入質ノV 渇績走板蛇

内西岩アノ粘呈／年断 v セタ岩紋
外ーョ数 J、板タ代層北ス北輝岩

ユ走 9 箇主岩.， .>' －＝束シ東緑 2え
｜傾 7 成属品石 化諺ヨア乃凝玄
｜斜面 7 品右友 石蛍 9 蕗歪友武
ス部居分灰岩 ヲス南々北岩岩
粘品理離岩及 検 JV 西二方ノナ

板於明ス及角 セモ 4 断四互 9
岩 jテ瞭石角岩 ナノ走層十層ト
J、，、ナ京岩ョ ν ナ ν ノ度ョス

鹿北ラ岩ヨ Y J、ノV JV 存乃 9

｜々方ス J、 9 成 明へ地在至成
ユニ南紡成 Y :JJ ジ域ス六リ

花十部錘ヘ石 ナ本ノ JV 十薄． 



｜水中アジ議品村共山 J、 1 出三間
平都北石岩被ユ和山北ドジ墨岩

ユ ‘第西友石ヒ於村麓方モ北紀ユ

成三五質友南二F 上ユユノ西層賞
層紀十蜜岩方 J、鴫於傾チ部 J、ヵ

ジ屠度岩及＝粘ュア斜ス二北 ν

砂川内ヲ砂三板於 J、シラ其東其

岩北外挟岩十岩 7 主向埋匡部接
J、東＝ミヲ度結 J、ニ奈｝擁域川鯛

偽部傾二挟ニ色砂緒層ジ和、上部

居及梨昼ミ傾凝岩色ヲ瓶底郡品

ヲ南ス石上斜訳及凝？？シク地於

ナ東 茨下ス岩粘友スア北頭ア

ジ部 紀町北石板岩地東東村 J、

介品 石ノ西京岩及頭西部南黒

殻露 友北部質ヨ石村ュ地東 雲

ノ出 岩方上穣 ＇） 1J(. ノ走頭部母

化シ ヲ甲下岩成質西 y 村小ノ

石下 不奴町及 9 盤後南附回生

｜ヲ部 整村附角粘岩月方程郡ス

｜埋 J、 合幅近盤根ヨ郡四二稲ノV

擁聾 ＝田昌岩岩ソニ十於倉ト

ス岩 被品於ョ中成原度ア村コ

北上 覆 J、ァ y 品 Y 村内 J、及ロ

東部 ス .1J、 J、成一束紳外砂北少
｜部 J、 居直主 9 炭西石品岩西ナ
｜ニ砂 向域ユ上層 ζ 郡傾及部ヵ ・

l於岩 J、＝粘部挟走仙耕撞甲ラ

｜ァョ 概緒板古在 9 養シ岩奴ス
J、 9 シ色岩生ス摺村其ヨ郡
本成 ア凝ヨ層南曲附南 Y 上
層タ 北京 9 ヲ東ス遺品成下
J、殆 東 l岩成不部後及アタ町

｜上ン ニ露 9 整稲月馬 y ジー
｜部ト シ出角合倉郡乗ア L 露



＝外花閃 一ー 乃露花 J中 ジ ヒ ーー ノ 古
l露ノ闘雲ジ至出儲 積中 ア此憂生
出長斑花ア淡 ミく 岩 層新狭等地語

ス石岩闘黒紅黒 J、 J、期長 J、 ノ 一ノV 宇 J、 岩 雲 色雲ヨト平 ーー ナ害上墨
ノ 糎慮 ヲ 母粗母布地該ノV ア 部石

外内 々 貫ノ 粒花 ノ ヲ 嘗直相 ヲ 茨
岩外＝ キ 量ナ 同区構ス域連構紀
脈ノ岩狭 J、？岩域成ノV ヲ績成層

ヲ石癌長常閃及庚ジモ占セシー

ナ英 ヲ ナ ュ雲閃 ク 粘ノ ム ジ プ 墨
三〆 ノ ナ ノV 角花 雲 中士 ナ本 モ 教紀

プ 班 ジ 地閃 闘花央砂 ラ 層 ノ 箇 曜

上品上域石岩同部磯 ン ノ ナ 庭石

部 ヲ 部 ヲ ヨ J、岩西 ヨ 地 フ ーー 英

古含古占 9 其 ノ 部 9 質 y 散班

生有生メ 多分別及成 時南在岩

居ス層友 ジ布 ア南 JV 代東 .A ヲ

半甚
、

及石及白 9 東 J、部其不

三英三色花タ 黒部 明 ーー ヨ子 整

墨 m墨細尚康雲＝ カ プ 布合

紀岩紀粒質 ク 母上 ナ ~、 ノ ーー
層 J、 層 一宇 花白花部 フ 幅紙被

ヲ 北 ヲ ジ 筒色同古 サ 山 態覆

貫部貫ア 岩乃岩生 ノV 市及 ジ

遁北 キ 少 J、 至 J、 層 モ ヨ 層高

.A 西友量産淡南及 岩 ヲ 位サ

岩部白 ノ 品紅東二 質北 ノ 四

石中色黒郡色部盤 ヨ 東関百
~、 央 ヲ 雲府中 一申 紀 ヲ 方係米

友部呈母中粒 ア 層
、，
察ユ ヨ 乃

黒及 ミJ ヲ 町乃 9 ヲ Jえ 渓 9 至

色南一含ノ 至 7 貫 ノV 谷察六

友西糎有西粗白 キ ーー ーー .A 百

白部内ス ーー 粒色ア 葦沿 JV 米



臆三玄鷺 J、 岩島健相石 ノ ジ 中色
用紀武 出 角石 々 旺等英粘ア ーー 或
材 層岩 Jえ 盤 J、 ーー －￥王, るノ 閃板露少 J、

料 ヲ J、 扶濃岩 J、 紘岩出量淡

ーー 貫黒 ヲ 総脈 甲 ＊ヨai ノ ジ ノ 縁
銅 キ 色 墨色 ヲ 山 J、岩友石色

l鏡 蓋 鍛 .A 或 ナ 町 慮片 白英 ノ

亜地密 JV J、 ジ F吋 々 ヲ 色・ノ 石
鉛上 ノ ト 黒 ア 近 ーー 含友斑基

錆ー 石 ::2 色ニ ノ 岩有色 品 中
石噴基 ロ ノ 昼 閃 癒 ス 乃 ノ ーー

茨起 ーー ア石紀 雲 ヲ 至散 多

石 二え 撤 9 基層花 ナ 淡在量

1疋 撹 虫ち ーー ヲ 闘 ジ 総ス ノ

岩 石 紋長貫岩 ！民． 色 JV 長

建 ノ 岩石 キ 中 紘 ヲ 毛 石 ｜
築 斑 J、及北 一ー 色 呈 ノ 及

石 晶 暗輝西岩 中 二え ト 石

材 ノ 緑石部服 事立 ノレ ア 英

及 黙 色 ノ ーー ヲ ーー 毛 9 ノ

鏡 在 ヲ 理於 ナ 毛／ ノ 紳班

泉 ス 呈品 う？ ジ プ J、石 品
ア ノV シ ノ .；・、 現 長 石郡 ノ

9 モ 輝散花岩
石角
英小散

ノ 紘在 崩 J‘ }}. 畠 勤

ーー 凝 .A 岩北 閃 長村 .A 、
友 JV 及唖 石 石 ．附ノVシ

ア 岩 毛 石部 及 ノ 近 毛

鐘 ヲ ノ 英 ーー 石 外 ーー ノ

朕 貰 ーー 班露 英 稜石ト
ヲ キ シ岩 出 ノ 角英訳’
ナ 7 ア ーー .A 量 ァ斑色
ジ 東北貫 JV 殆 JV 岩 ノ

7 部方 カ ノ シ 多 ーー 石

第 一ー ーー ノて 外 ト 量接 基

ニ
鴎



::Ii 

鏡銅銭屋寅局鏡年休アア丸金銅 （
床錨部町銅桃床産業 ＇） y 村盛鏑
J、品川高鋸扶 J、出ス鏑アニ鏡 J、

輝幸ノ長草及ヲ輝額庚石 J、ア築 、採

総アサエ赤ナ総糟瀬 J、北 7 庚掘
凝多六ア銅ジ凝 鍛錬黄 三鍍溺セ

決量五 9 鋸其友ニ山銅十床庚ラ
岩ノ米銭品大岩十，、鋸皮 J、問 f/

中貰ノ床ジサ中七深ユ東閃日夕
ノ銭問 J、ア多特噸安ジニ雲吉ノV

鏡鍍蓮輝多クュ乃郡ア走花ート
服ヲ績総量 J、之至庚雲 7 陪原コ

二件シ凝ノ長ヲニ瀬母幅岩ノロ

ジヒ幅京葉サ貫百村鎖ー中六二

ア鎚ー岩銭ニキ噸ニ鍍~手鏡十 ｜
l 北 石米中 銃 七アナア及鋸腔山飴 ｜
二 J、乃ノヲ米遭 ＇） ＇） 黄柴胎ナア

十石至錆｛半幅接ジ明鍛錬セ ＇） v 

度英ニ脈ヒーセモ治鍵山ノV トト

東ナ米ユ鎚五 JV 大四ヲユ鏡スモ

ユ Y ナシ石米花正十件ア l振金皆
走日ノV ア J、高尚九二ヒリニ盛数

リ吉モ北石サ班年年鎚アジ鏑年

西鍍ノ方英一岩採接石川ア山前
北山多ニナニュ鏡見 J、北殆及ヨ

西川カ十 7 米接ヲセ紘ニン鏡 9
七後 y 五民ナシ中フ泥十ト祭休

十月ジ度同 Y ア止 ν 石度直鋸業
度郡ト内鍍ジ店シ大ナ東立山ス

内井云外山ト胎翌正夫ニて J、主 l
外原ブユ J、瓦シ年七共走金麓ナ

＝町鎖傾後フ富休八＝ソ盛品ノV
傾 ζ 石殺月鑓鍵山年数幅鋸郡毛
掛ア J、ス郡石部セ頃年二山常ノ

iペ 7、黄富高川 J・少 J、前米二金ヲ



E 走英キ ν 亜雀鏑鋸 1 噸奇襲銭富
l 鉛 Y Z荏モト鉛 ;n:セ部 iz9ナ見鍍鋸
鍍西岩ノ毛鎖閃ラア十 9 昌二部
＝北ヨア其 J、亜 ν9 度鋸係ジ J、

シ西 ＇） ＇） 沿甲鉛向アュ床？ア其

:J 六成ジ草奴鋸下直傾 J、大鎚幅

l黄十ノV モ詳郡磁部径斜二正石一
｜銅度銀大カ吉敏 ι 約ジ昼十 J、定

l 鏑内床正ナ野鎖蓮六長石年石セ

勲外 J、九ラ村等績米サ茨休英サ

在二石年ス川アスノニ紀山ナノV

シ傾英休大井 Y 土国百粘スタモ
錨翻鹿山正千鎚~筒六板誕二六
フ・

石シ岩セ元人石、朕十岩産原五
J、i ノ 9 年原 J、鍍ヲ米ト出銭米

京鍍接霊長坑鏡方石ナ傾石額山以
銭部鯛山道山解 J ジ翻訳 J、 J、上

輝 J、部四ヲュ石黄北ュ岩大後ノ

石不二近開於ニ銅東沿ト正月モ

援規近 J、撃アジ竿ニヒノ九郡ノ

石則キニシ採柘プ一シ斜百同年二ア

等ノ石墨大掘 ァ下二ニ精原 Y
ナ塊友石正セZ磁シ十匹鏡村ジ
9 妖岩茨囚ラ J、硫｛頃米胎入品ト

ヲ中紀五 ν 磁銭耕以汽百ア云
ナ品粘年タ鍛錬ニ上概八 ＇） ；て
セ帯板頃 Y、鍍ヲ沿探シ十ア鍍
y 股岩産本ト伴ヒ鋸 :J p哲明石
トヲ及出鋸 :il・a ヒ、六セ東大治 J、 ｜， 
云ナ石額山 其十ラ西正二黄

ーー
フシ友ノニ 他五 ν 品十十銅

鎮北岩十柏＇ ~、官下通 藍米タ走年八銭
石々並見奮 銅以 Y Y 七年及

一ー 、
J、東二 JV 坑ァ鎖上ニ北十頃疏

閃ニ石ヘア Y 孔採富方四ノ枇

一一ーム，、



二
七

雲地ノ度今今村扮仁甲粉至行石 l
母質島三治治ュ岩賀奴茨四ス茨

片 J、唄十国国湯玄ユ郡＝主 J J、

岩雲ヲ分幅幅場武於甲化米茨、後
層母包品 、J、 鍍岩ア奴ス 4 層月

J、片括至北 泉石石村 1iジア郡
石岩ス 9 緯 及京友踊友ア 9 共
英居 主ニ 鷹岩岩田製長ア和

片及 ＝十 ,. ~j ヲ i 造サ三村
岩 J中 瀬四 湯岩探野用六昼上
及 積 戸度 アヲ取村燃十紀鴫

雲 居 内ヨ リ採 γ 川料五粘附

母並 海ソ 説 l民ア井ュ米板近
片品 ノ同 ν 使石神使以岩ニ

岩花 縫三 宅用友石用上中箇
ヨ崩 洋十 冷スミユ郡セ追ニ底 i
Y 岩 ユ四 泉鏡焼小ラ跡挟＝ ｜

「、

成ぺ 散 度 ナ泉製畠 JV ス在採
ソグ 在十 9 ... ~ス村 JV ジ掘

薄？ ス五 ト甲建久 コ南セ

稽タ JV ヲト ;;7.. 奴築木 b 方ラ

ヲイ 愛束 郡石後 ヲ六 ν

ナ J 媛経 失材月 得十タ

シ石 及百 野ト郡 石度ノV

ア英 香ニ 村ジ共 炭内モ

瓦瑳川十 ニ 7 和 J、外 m
屠岩 ノ二 矢随村無＝時

ジ及 二度 野慮上煙傾 J、
石瑳 牒ヨ 鏡花鴫 茨斜共

英橋 昌 9 泉局川 昌ジ和

片岩 属同 涙岩上 ジ雇茨

岩ナ ス百 安石郡 アサ坑

J、 P JV ニ 郡英大容ーノ

下ト 大十 山理賀 易米ミ

部ス 小三 野岩村 ユ乃稼｜
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英西花沖岩 ’キ シ板越一部部等ュ

瑳部 闘積層費タ 岩智般層暦 ヲ 接
岩 vノ 岩層 l品 料 JV 露郡 ーー 露 ヨ 含達
々 島 ーー .＞、 編 ナ ご正 出赤北 出 ヲ 有 ミ〆
脈嘆 J、 今入 シ ノ ス穂西ジ 成 ..A 上

ーー 及黒治 ジ岩 、 蓋根＝同 ソ JV 部

貫今雲市タ 質如 ジ 島 ジ郡北結 一．， 
i遁治母南 9 J、 キ 黒及 プ 江東品 至

セ市花部 吾.. 話妻事 モ 雲岩北 ノ 部質 JV

フ 南関 ノ 母附母域東島ユ石ニ

ν 部岩平 片況花島ニ必雲訳従 ｜
越 ノ 及地 岩品闘ユ十岐母岩ヒ

智丘片 ーー ト 比岩 J、五島 片介雲

郡陵股最 異較 ノ 数度平岩在母
E占E旦． ヲ 閃 モ ナ ,A 噴 箇内市 ノ ..A 片、
島構雲虞 JV ，、、 出慮外島 接越岩

ーー 成花グ モ キ ノ ーー ーー 及達智究

露 ジ 闘砂 共岩~小傾ニ ス 郡第
出 中岩礁 ーー 居メ 直斜豊ノV 高 ーー
ス 粒 ア 及 獲 ノ 一ー 域ス 郡上井厚
ノV 乃 9 来占 質露 上 ーー 股部神 タ、

岩出部黒 島 層 島扇モ 至黒土
ノ 粗雲 ヨ ナ J主 古雲 J、 ア ＿，、 相h
ーー 粒母 9 ノV JV 生母 主 ク主肢
J、 一ー 花成 ヲ ナ 層花 ーー 同 ーー ヲ
柘 ジ 同 JV 以 ク ーー 闘 上郡石 ナ
摺ア岩 プ 本島岩 部魚英 ミJ．「
石ぺ J、 偲岩ス ーー 層 島 片時
ノ グ其 9 屠ノV 園 ヨ ノ －＇；｛ミaI ーー

徴 ・守 事ト ーー 一国 粘 ・守 9 北 ノ 柘
日回目 夕 、布 之就板 L〆 成東接摺
罪主 イ 最 ヲ プ ＊－王, プ JV ーー 達石
在 ト モ 雲知 ノ 鑓 唐山 ニス 透
ス及庚 母 JV 鐙質 向上 y 輝
片石ク 片 ，、．． 質 粘 J、 下下石

二
人



伊伊英三採鷹ノV 理母ナ ミ乃片吠

野野片十取用 ト 禰花

’ 
グ至岩閃

悶悶岩六セ キオ ::2 岩 間石 7 八屠雲
幅幅 J、箇 フ 料 ロ J、岩英タ 十二花
J、 四蕗 JV 一由 ア 越 ヲ 斑イ 度接闘
北 坂ユ 、 建 ') 智貫岩 f ーー ジ岩
緯 島採 J、築 郡遁 J、 J、傾 7 J、

一 製石大石 梶ス 越赤誠之越一
7十 録セ 島材 島 智穂 .A ヲ 智

所 フ ーー 2え 及 郡根 接郡
ノ ν ジ 製 一 弓 島 質四一

一 熔年 7 錬 豊一 削 一一 セ 坂

十 剤産岩熔 若E 島二 ジ 島
男、 ーー 出石剤 国 及イ鹿 ム及

ヨ 採額 J、 ア 上 津 ノ 片魚
') 取 J、反 ') 島 渡岩 理島

同 セ十白建 ノ 島眼 J、 ノ

一 ラ 五色築一 大 ーー ヲ 一大

十 .JV 議 ヲ 石 部 於ナ 般部

一一 九是材 ヲ プ ジ ーー ヲ

度 千 ミ〆 一－・ 構 中高 7 東構
四 才 中 J、 成 十黒 西成

十 以粒黒 シ －ー4 ヨ3チ"' ーー ~ 

五 上二雲 梶 米母 ジ JV

安東
ナ シ母 島 以花 ア ノ

Y ア 花 ノ 下崩 北タト

経 高有闘 毛 ノ 克μ王. 又小
百 井色岩 ノ 左H王. ヲ J、直

二九

一 神鏡ア ーー 脈貫 南域

十 島物 ヲ J、 ヲ 逼 一ー ーー、

一 及少其 片 ナ ジ 向露一
度 魚ナ 最 股 シ其 ヒ 出
ヨ 島 ク 屯 ヲ プ 幅 一 シ
') ノ 現盛 基 黒六 十雲
同 石品 一ー A 雲米 度母



、

ア 母岩椿片紘ノ 岩墨結沖地従百
暦片層山岩泥多ヨ片品積質ヒニ

｜位岩 J、部ヲ片キ 9 岩片屠 J、漸十

上ヲ麗落挟岩石成層岩並結究ニ
重挟理ノ 、、－． 唐 墨 リ 及 J、 ーー 品低度
要 eメ 不東（四） ~、 片紅（五）北花片下三
｜ナ 9、明方石深岩簾紘宇闘堤ス十
ノV 紅ノ ノ 墨緑 ヨ 片泥 ヲ 岩千 ヲト
指簾深河片色 9 岩片領閃枚 一ー，

準片・総岸岩 ノ 成石岩 ジ緑岩 至
}l 岩色 a 層繰 9 英屠ア勃層 9 
リ J、ノ露 J、泥ア片 ：：.J’下岩上 愛

而概緑出石片時岩砂部蛇部 媛
1、J． シ泥ス 墨岩＝ 絹ノV ヨ 紋古 及
プ :T 片ノV 片 ヨ 石雲（ー） 9 岩生 高
上薄岩モ w 9 英母紘（ー）石居 知
モキヨ ヨ成片片泥絡英二 ノ

よ石 9 扇 9 ＇）、堤岩片泥組盤 一一
ζ 英成桃成石紅及岩片面紀 鯨

ァ片夕、妹夫 塁 簾石層岩岩君 ノ

ノV 岩石ノ淡片片墨 J、層及ニ 山

総絹墨 2疋捻岩岩片深（二）安盤 ま也

泥雲片白色紅及岩線石山紀 ヲ

片母堤色 ノ 簾総 ヲ 色墨岩層 包
岩片石石絹片泥挟二 片ナ 白 括

居岩英訳 雲 宥片 、、、 シ岩 ソ 望 ジ

J、及片岩母石岩（一）ア 居 ト 紀 北

数紘岩ヲ片英ヲ石細（二）ス 居 方
層泥紅挟岩片挟 墨 摺紘 中 ーー
ノ 片簾メ ヲ 岩 ょ． 片 ノ 泥 部 高

。
紅岩片 ヲ 挟及 ::r 岩多片 第 ク

簾 ト 岩（五）ミ 正 ト 層 キ岩 一 南一片累及紘吾絹 ア J、緑層 持忍 コ~

岩層絹泥川 雲 Y 細泥（四） 居 ノViヲシ雲片郡母尚摺片石 及 ーー



葉想岩千岩結 ヒ ト 結成 ク 度略挟

肢の及枚 ト 品 普一品 .A 曹I ーー 東 4、、． 

ーー ジ石岩千片 ク 致 片 此崖 ジ西紅

朝j ょ． 2尺 層枚岩布 セ 岩低 ヲ ア ーー 簾
離 yγ 岩 J、 涯'f ノ f苛ノv 頒地 ナ 千 ジ片
ジ モ ヨ 結居 中 セ ーー 布帯ス 枚ヌ岩

プ ノ ヲ 品 1' 部 JV 反 ジ、 ... ，、 ::7 友μヨi- !t三j- 4信哲T也
石 ア 成 片 ノ ーー 石 るノ 雨東 ト 階層 ト‘

墨 ') ソ岩境西 塁 後屠北多 ーー ... ・、 都

片石岩 ト 界部子者 ノ 東 ク 接 多 二九

岩墨質上 J、
、

一世 枚 J、ー ヨ 又ス 少 ，、．

ーー 千結部此ア 岩東般 ') 居ノV 摺 ク

類枚晶 古低 J、 J、 西暦西向 F位 曲 -">.. tヨ

ジ岩片 生地結低 ーー 向南谷近 シ 銅

一 ュ岩層帯品 f也 ミ〆 J、 西 ア ーー ヅ 黄
..；・、 一 ーー I- ｝ ー 片帯 ア 相 ーー ') 於 、 銭一
薄種酷 ノ 沿岩 ノ 低異延 Jテ プ 漸鋸
キ ァ似 問 ヒ ノ 東地 ナ ヒ 相俄衣床
板 ') シ ーー プ 上部帯 ') 其背 ーー 南 J、

獄一雨帯走部 ーー ノ ア南艶北方概

ーー J、者．賦 レ ーー ブ 方前側 ジ方 ーー ジ

剥細 ノ ヲ JV 接 J、 向 者 ーー 抜 ーー 沈 プ

離鍛調Qr ナ 大ス 結 ト ＿，.、 千 ーー d・~： メ 此
ジ 多次 ジ ナ 刃p三I 日回目 ~~束枚一説 9 紅
プ グ 蓮石 ノIレノ ーー 片交北岩俊ス 傾簾
黒且移墨断由 11ゴ, セ 東居 ノ JV 斜片
色 ツ セ 千層、ソ ノ JV ーー ノ 狭 ト ノ 耳三f
粘石ノV 枚 ーー 之下 ーー る〆 石長共角帯
板英ユ 岩該 ヲ 部 ヨ ／ ー 墨 ナ ーー 度 ーー
岩ノ舎ア 総蛍観 ーー ') 低千ノV 地 J、 町：
ーー 薄 フ 泥 Jえ JV 中 低地枚低形普胎

類居サ 千ノV ーー 部地帯岩地 J、遁ス
フ」 ヲ JV 枚 ナ 結 一・． キ時 ノ 北帯念五層
総挟 ヤ ~且三Ji ラ 晶 プ ーー ブf 側 ヲ ーー 六向

泥 、、‘ ヲ 桂 て片 ..；，、 沿向 ーー 形低十 J、



度及上沼 ーー ジ ア 和、西千ナ及露千

乃砂部 ヒ ｛頃 ア 相緩 二枚ス 暗 出枚

歪岩古 ブ 説まま背 ＝傾岩石紅ス岩

七 ヨ 生走 セ 磁調 シ ?f.;・｝中友色ノV J、

十 9 層 ν JV ス ジ ブ ジ ーー 岩赤 －宅 多

度成 J、 JV ーー ノV 狭普傾挟 J、 鍛 ノ 少
ーー 7 千大反、 ノ 長通斜在 白石川板

傾輝枚 ナ ジ 、‘ 、 ナ 四ノ ジ 色英輝賦

斜総岩ノV ブ ナ ノV 五角 時結千石 ーー

ス凝層断南 ラ 低十度 ーー 晶枚 ノ 表リ
本氏 ト 層方ス地度 J、 珪質岩瑳離

居岩二 ナ ーー 低 1il~ ナ 結岩 ノ ヲ 日回日 シ
.. ，、 及塁ノV 念地 ヲ 9 日日目 ト 地挟 ヲ 総
ニ石紀 τ2 斜帯形本片互 ーー ‘ 、、 含泥
墨色灰層 ト 二え ノ 成層岩層黒其有片

紀岩 ト 明 是南 ジ ト ーー .7. 1疋河ス 岩
層 3ノ＝， ノ :h ーー 側之上近ノV 色流桂 ーー
ーー 挟間 ナ 由 ナ ーー 部 グ τ:t ノ ーー 岩類
ヨ 、・、． ーー タ 9 ノV 沿古念 ト 縞横 J、 似
9 概狭 之上 ヒ 生 ーー ア ア 断 白 シ

整 シ長 ヲ 部 プ 居 シ ソ JV ＇セ 濁吾
令 7 ナ 観古石 ト プ

、
層 モ フ 色川

ーー 北 JV 

被 七区 ＝ 居粗境八 J、品、至船

議十域 雨ノ面界十束シ ト 淡形
セ 度 ヲ 居下岩二度北 7 ::7 黒及
フ 東占 ノ部及 J、ナ東石官色上
JV ーー メ 境 J、 安大 JV ーー 墨 J、 ヲ j宇
、 走主 界千山 ナ 毛 シ 千念曇穴
ヲ 9 ーー ＿，、 枚岩ノV 南 う？ 枚峻 ジ郡

以南陸 此岩 ノ 層 .7. 一岩ナ 石水
ア々岩 低層岩 向 ノV 般又ノV 墨押

設東粘 f也 ノ 脈 谷 ーー ーー J、断千附

ーー 四板 キI~ 北漣 ア 従北緯崖枚近
上十岩 ーー 方績 9 ヒ 々 泥 ヲ 疋uヨai ーー



三ナ反乃根部傾ス挟等 9 総凝二部
盤ラ劃至岩ノ 斜ノV ムノ 珪凝友昼古
紀シノ 六砂輝 シ粘西化岩友岩紀生
暦 ｛頃十岩緑真板部石及岩屠屠屠
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ツの置六近尺米寸邸岩積殆石其

蓋ニヲ米ニ層内層チ暦本 Y 炭量

ジ米韓乃ア O 外 O北品村ト J、少

一乃倒至 J、ーヲ一部介木採下ナ

般至セ五厚五隔米二在揚掘島ジ
二 O Y 十サ米；テ乃位ジ山手／ノ
採六回一 0 乃~至ス四茨謹略
掘米チ米二至瀬 Q JV 層破サ中
ニ二上ヲ四 O JIJ 六志ア坂 ν 央
堪尺管 F南米二村米｜技ノV 瀬現部
フ層ヨヅ八一大二村モ川時ヲ

ノV Q ') JV 寸米岳尺ヨ蕗村天南

毛二 O 二層面以唐 9 ニ鶴草北
ノ四 O 至。尺南及南ヨノ郡品
J、米六リ六層ー 0 西 9 尾 hー瓦

二八米魚米王町九都薄及町 9
尺寸乃貫内ジ回米呂層大田殆

層層至村外 7 以乃々ト岳村 ν
及品 O 以二其北至村ナ茨旭ト
四ジ三南尺間二ーニ 9 穣炭島

尺 Jテ米ュ居 Oア五亙或品積ノ
層其八ア 0 - .....米 Y J、ョ都全

ナ間寸 J、六米二嗣 7 尖 9 呂長
9 ニ層所米乃層尺 J、減採々ユ

ト十 O 謂内歪ア層上ジ掘村顔
スニ九二外－ 9 ノ層其セ涼布

石米米尺二五アニヨ厚ラ松ス

｜；炭乃乃層尺米厚層ソサノV 茨 ν

｜品至宝ト層ヲサア厚及茨磁ト

J、四一回二隔 0 9 サ敷居間モ
漆十三 シア六ア O _..., ....、フ水
黒五米層アー米主；ニー始ク準

色米四 J、其町内間四定新ド以

ノヲ尺其間回外十米セ期者f 上

｜光隔堕位ギ附三六末ぺ砂炭シ J、

四
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及岩島下層年ユリ J、ノ陶一二津

上ヲ東証日中産アト多ナ石町掩ア

島採岸村ノ出 J、スク ~J .＞、 田アノV

宮取及ュ砂額洪陶顧其始村 7 無
地シ大ア岩十積土ミ幅新旭克煙

付石築採ユ二層 J、ノV 及期決ケ茨

古友島収ジ寓中洪ニ延暦磁茨所

官ヲノセア園ノ積足長中最 J、謂

ユ焼雲ラ産内粘層ラ J、ュモキよ

ア製母 ノν 出外土及ス高岩多ララ

9ス片砂額ナヲ i中年演 l服キ議決
前年岩岩甚ソ志積産村又モノト

者産層 J、タ砥岐層出及 J、年火駒

J、 ：eノ白少石村中額者15 岩二成黒
温額石色ナハユノハ呂床高岩色

泉十友細シ陶ア粘高々ヲ E頓ノェ

ユニ岩粒逗石川士演村ナヲ逝シ ｜

ア高及二築ト沖ユ村二セ超人ア ！

後噸南シ石シ積ジニ於 JV ;:r:. ユ光

者ナ束ア材・ア層アアア白スヨ津

J、リ端鑑 J、使中上一最色 ソ鈍

冷鎌ユ裂第用ノ j島高モノ アキ

泉泉分少ニジ粘上徐大 9 遜天

ナ J、布ナ紀難土津噸ユソ 質然

7 下スク砂キヲ浦都ジイ ジコ

共島ノV 質岩 7 採村呂 7 グ タ 1
ユ下二良及 Y 取下々確イ ノV ク

表津墨好角イジ島村ユト モス

酸深石ナ閃グア楠ユ採ヲ ノ厨

泉江茨ソ安イ陶浦ア掘毒 ナ謂

ナ村紀ト山ト器村六セ’腐 ソ瓦

9 下層ス岩》えヲ及千ラシ 崖ヶ
ト津ノ天ユ第製本徐 ν タ 出決

ス深石草シニ遣戸噸其ノV 額ト

江友上ア紀ス村ナ他モ J、ノ



ン地 山 ノ ーー 小査技本
賓盤ヨ J、－ 質 地大車平 ーー 師 年
大岩 y フ .... ，、 ナ 天 馬薬従 J、 度
乃 居成 司F 白 9 狗 ヲ 川事約 ーー
至 ..＞、 ') プ霊 ト 山 m ~ヒ ジ 四於
君主頁 E言及紀 シ ヲ ジ部 タ 箇 プ 鍍
｜大岩岩 ホ。 層 何最得産 ') 月 t、．、
ノ層居 官 第疏高ノV 炭 間 角 物
幸市 道地 根技ヲ ーー ヲー J、 ト一
板整 J、 シ紀 南 ジ 路 室手 係
岩合 ア "!7 層流－ ..＞、 .... ・、 及 .... ・、

l政ユ ン ト 増 シ舷一小 厚約

砂被 モ ¥l 段 プ ーー ア 平 再ニ

岩覆 ン －マ :lt ィ、北 ,JV 薬 F付 箇
及ジ介プ積卒部 ノ 村 ；庄 月

－－；」
層薬 ノ 4主桂ーィノ ーー 、、、 ーー

岩般 ノ 下及川 高 t也 ア ±lli. ノ
｝ ー ーー セ 流 沖 ーー ク 形 リ r九r、 関
三／ 厚 フ 地震注漸 J、 ブ 2え天
プ ク よ‘ 域層・ク 次北小 鉱盤
総厚 二;i; ーー ナ 一臨-- 東平 物 国
色 ヲT 等露 ') 音Ii 附薬 fulll 1iN 
ノ 童文 ヲ 出 ト ーー ーー Jlj 路 前

砂百坦 ジ 二え 陵主主北 園 君I)、
ヲ 米撤暗 白 夷立方 }II 

H ーー ニス 主え 窪 3、 セ 支 J:: 司王

ブ 及ノV 色 キ己 JV ノV 流 都議
堅 フ 泥砂層 高 高 ノ jrliJ J II 
ク モ 2疋質 ..＞、 ：テ ヲ‘ I幽 歴 北 四

惨 ノ 岩頁 南 二五域 内 部
結 ア ノ 岩束 百百ヲ 産 産
セ ') 国 層 F目 米六 占 決炭
フ 磯球及 ナ 内十 i‘ t也 t同 i' 
ノV J、 ヲ 強ノV 外七域 ノ

木鈴~ ，＇~ ~ ~~γ ， ； 、
層 胡扶岩 ヲT ノ 米 内 調
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ユ J、友ニ断岩ナ岩 t建 Jテ第ノV 向
シ不岩濃居 J、ノν ョサ4 一－ w陣 ーコ J、

Jテ整ヲ友ノ暗号リン線域紀ト北

普合理色錦友ノ厚メノノ居ァ々

；邑＝臓柔メ色上シヌ津南 J、ノV 東
胡頁ジ軟ュユ部砂..，，. y 宇下品ユ

桃岩居ノ i~ ジニ岩フ・ 1 ヨ都民 ν
質居理頁笛Lア接 J、ヲクリヨシ 7
大ヲ明岩セー蓮友中シ北リア多

ノ披瞭ヨ JV 般汽自流ユ東砂七ク

粘覆ナ Y トニ後色地ぺ部岩十 J、

板シラ成コ脆者中域 ：！，＿ ＝－ 頁五西
岩主ヲ・ 9 官弱 J、粒ュテ亙岩度北

硬ニレ二アナ屡エ接ン 9 居ニ西

砂壁ト枚ソ、夫炭シ達ヶ 7 頁念四
岩岩モ介頁層質アジジ庚岩掛十

碇ヨ北各岩向物堅砂ヨ域居ス度

表 7 方介屠 J、ヲ硬岩 1 ヲ及ノV 内

花成ニ等及概含ナ及？占盤ト外

f 閥 Y 十ノ盤シミノV 頁プメ岩コエ

岩砂五動岩ア美モ岩辱－t居ロ傾
等岩度物居京麗ノノノオニア斜

ノ及内化川西ナ下瓦下トヨ子リミ／

磯頁外石直ニノV 部居疏イノて 傾
ヨ岩ェヲ域シ縞ニョ地チ砂 斜

y ヲ傾含ノア目蒼 y 域セ岩 角
~，、

JV メスス宇方墨色 y ポロ岩 底

砂リ、ノV ノV ヲニス細 J ロ 最居 ζ 

岩盤：ヵ鞍占傾ノv 粒般デノ J、 ョ

J、岩如多メ諮コニユン集合 9 

談 J、ペノ前 ;;;z. トシ砂？？宰 茨 二

2疋暗盤球者レアア岩ト一層 十

｜負武岩獄 J、ト Y、柔 J、ロ線ニ 度

l頁色居泥主モ頁軟頁マノシ ナ
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露L西 ア 。中好 -y 。東石粘増角岩
ジ部 , 一部 ーー リ 二部決土段度 J、
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斜ノV 岩下第 JV 十域岩地ア路根露 ！

層 Y ヨ部ニト皮ヲ頁質リ圏室頭 ！

ヲフ・ 7 層紀コナ領岩 J、 i也厚及ニ ｜

ナ耐成 J、層ロノV ス層自形岸！享十 ｜

ジ近ソ下 J、アモノV 頁望 J、部岸六、 l

雨＝頁部西リ厚ノ岩紀ーノ附ア

翼露岩ヨ部 岸外層麿般大近 ν

出ヲリ J、 附小及第二部ノト

傾ジ挟砂小 近匿童書二百ヲ寸也毛 l

殺ぷミ岩直 ユ域岩紀米包質其 【、
概魚壌蜜域 J、ュ層層以括及厚 ！

シ埠岩岩ユ 居散ヨ及下ス鍍サ l
アニ磯層四 向在 7 1中ノノV 物学
緩於ノ、頁箇 南ス成積波厚 均

ナア主岩慮 北層と暦股提調？
9 J、ュ層ユ ユ｜珂イ並ノ根査九

よ其珪及白 lli: J、ノニ蓋室直米
a 上岩砂望 クーセ閃地問域＝

JV 部及岩紀 傾般フ紘＝ノ J、充

y ノ輝頁層 斜ユム岩シ海根タ ！

プ頁総岩ヲ 東東ス及ア岸室ス

耐岩凝！習不 方西よ輝河地悶シ

lli: 居反ュ整 叉ニン緑流帯根ア
ニト岩 i分合 J、近毛ますユユ室来

ア共ナノv ニ 西クン岩沿シ郡三

ソュソ、砂被 方傾介ナヒアノ多

7 略本岩覆 ニ殺等リ小其ーク
山北居護ジ 十 J、アト平面部茨

層西 J、岩上 度南埋ス J也積同質

向ヲ糸層下 ， 乃方蔵白ア約閲良

約軸魚 J、二 至十シ望リ七花好

東ト主主砂部 七度西紀 十咲ナ

商セ JJ.. 岩ユ 十乃部層 平郡フ、 F 「 l

｛頃ノV チ及局、 度至ユ J、 方及ス 1

耕向ユ盛 JV ナ五庚砂 里釦II I 



層 第散 プ 2疋 シ 閃 J中露 頁後砂津南
J、 ニ在岩石 ；ア 緑積出岩者岩尾方

二紀 ..A 床及細岩層 三／ ヨ ーー 頁幌十
居頁 ノV 叉磁粒 J、 ..＞、 下 ') ア 岩及一

以岩 よ正 ＿；，、 鍛乃花河部成 ') 居 オ 一上層 ノ 岩鋸至 民流 ヨ JV ブ ト タ 度、
ア 中 ナ 服 ア 中 さド ノ ') 、上 ..＞、 共 ::3 ナ
ν ーー ソ ヲ ソ粒 島沿頁部北 ーー ク ソ
ト 挟 ナ 主軍 ナ

、
ーー 岸岩居六前 ノ、 頁

モ 在 る〆 総 リ 数 ーー 砂 J、 十 者 '7 !t三Sf 
厚 3ζ 総 助主箇接岩東度 ーー ジ 層
サ ノV 黒岩成 底達及部西

」

ア ーー ..＞、。石 色 J、 升 一 シ 1字 ーー ーー リ 露含
六茨 時花 J、 白 砂石 白 走 ブ 出 茨
米 J、 ーー 咲斜霊磯 ヨ 霊 , ..＞、 シ 層
ーー 嘗 陪 宇長 紀及 リ 紀南北 昆 ーー
遼 Jテ 総 島石層粘成 培 々 二幌 シ
セ 糸 色 落 2え ヲ 土 Y、及西ニ~ア
ニλ 魚 完石 輝貫 ヨ 根下二十オ頁

尾津 品 及石 キ 9 室部二度タ岩
幌 ーー 質 貰 ーー プ 成地 第 十西 ::3 ヨ

一・． 於 ノ 人 シ岩 JV 方二度 ーー ツ

ア プ 石 1也 Jテ 床 ーー 来己 ーー 走 ，，，－： 成
ノV 採 基方副 ヲ J・ 屠傾 p ！ワ リ
二E 掘 ーー ノ 成 ナ 1宇ヲ斜東シ石
ノ セ 斜鹿ヨト 三／ 石不シ北：己競
l 亦

、
厚整砂束於ノフ 長 々 ーー 暗

厚 レ” 石 ーー ..＞、 紘 ジ
’ぷロλ；＇ 玄..，＿王g 一－一4・ 7 タト

サ タ 及 白 正色 ーー 頁－ ..＞、 砂 四。JV 輝霊長或 被岩十其岩
..i...・ ::3 石 紀石 J、 覆層度上 ヲ／、

米 ト ノ 屠黒蹴 シ a，、 ーー 部 挟

1; ア 理 ヲ 雲訳 ブ 砂お ーー 、、‘ 

リ 目回白 貫母色 庚岩斜 ア 糸
最 ノ キ 燐 ーー ク 2え シ ノV 魚

／、

、



岩岩砂紀第中 ーー ーー 岩地僅 一阿 .7. 

頁 ヨ r玉' 層ニ部上 ア 層 質 jJ 平歴 ー、「
オ

克μ三B王 9 .頁 ヲ 主己 層部ノレ及 J、 ーー 方 内 タ
層成岩被 居 ノ 層 モ 蜜 白 阿里産 ＝ 
J、 y 居 覆 a，、 、、‘ 露 ノ 岩霊歴 ノ 炭 ~ 

砂石雨 シ 下露 e，、 J、 層 来己 内直地〆
岩茨翼 ブ 部 J、 レ 北 ーー 屠 ノ 域 可，，う

盤 ノ ーー 束 ヨ レ 南 四 升第一ナ ..；，、 ジ

岩外頁部
、

'-

9 北部十 Lノ ニ部 9 )II ーー
2え砂岩

、
紀落地上ーー 頁方 ーー 度束 ア

頁岩層露岩 J、 ア 西部 層 ， 可’ 形郡ノV

r三E' ヲア出居断 JV ーー 一・． 及ノV J、 ノ モ
ヨ 挟クシ砂層 モ 走 露沖 ノ 概最 ョノ

9 ミ傾西岩 ーー ノ 9 出 積 、、~ る／南 J、

成相．斜北 頁絶 ..；，、 南 シ 居 ブ 部厚

9 物 J、 西岩タ 一西第 ナ f民 ーー サ
薄化二 ヨ 層 レ 般一＝ 9 p ア 。一 一 、

七キ 石十 リ 及 プ 一 十紀 ト 一 9 

炭 ヲ 度東砂第北度居 .7. 般 ブ 米、 ’「

層 坦乃 南居ニ四 乃 ーー 白 ーー ア ア

ヲ 識至束 ーー 紀十歪被霊 百ノV 9 
挟 ジ 四 ーー 安子居度五覆紀 米 キ

よ‘ 白十走 JV 品 西十 セ 屠 以 ナ
::r 霊度 ν 頁接 ーー 度 フ ＿，，、 下 イ

ト 意己 ナ JV 岩ス 走 ーー ν 下 ノ Jll 
ア 屠 JV 向 層 9 傾 ブ 部 丘 ノ

9 ーー εE 都及 南斜南 ヨ 陵上

砂整 ノ 居砂 西 シ 北 9 ナ 流

四七

居合 多 ヲ 完υ王一’ ニ 下二砂 ヲ ヲ

J、 ミJ ジ ナ 頁 十部部岩 ト 占

西 ft 頁 シ 完μ玉' 度居 ーー 頁 シ よ‘

部成岩軸層 ーー ヨ ヨト岩 域ノV

ヲ 居屠 ーー ..；・、 傾 V ;v 瓦 内 面

占 二λ J、 近 白 斜順北 層 一・． 積、
シ衣部 約メ 砂頁 タ 聖 頁 J、



半本 ス部 Q fl頃翼ア石 i中？ア
ノ年 石 ：.. - ~l ユソ最積成葉
間度 続表五シ於北 J、居ソ直

同ニ ’ J、質米上ア翼第 J、磯域

神於 ー頁ノ部 J、二三河層最

官ァ油般岩五ノ F 於紀 Jil ~ef:. モ
寺千 二ノ暦モ部 7 層ノ石康
油谷田果露ニノ I A ニ沼層ク

田技 色出分 J、モ厚挟岸ヲ砂

及師係 ヲァ ν 夜ノサ在ュ挟岩

和 J、 呈 7 央ミハ O ス藷ム頁
田約 ジ砂ミニ O 七其違 岩

油ニ 土岩ヲョ回米頁ジ 層

田笛 ）吠頁加ソ五 〈コ岩粘 ヲ

飯月 又岩へ厚米二層土 不

塚半 J、居厚サヲ米＝及 整

技ノ 樹＝テ O匝 Oア砂合
師問 脂ア約四アーノV 磯 ユ

，、秋 党ノV 二米厚五モョ 被

約国 津モー 0サ米ノソ 覆

ニ膝 ヲノ米七 O ニ J、成 ジ

箇鷹 有 J、ュ D._Ll ニ過向，v ア

月ノ シニジ米米キ卦 殆

三i三巣 細層ア O及ス！膏 ン

ノ j出 片二回二 O シノ ト l
問回 二シ十一七ア北 7.KI 
山村 峨ア入米国傾翼 平

形山 砕厚皮 O 米糾ニ 層

帰投 シサューユハー ヲ

新手 易 0 ｛頃五亦二層 ナ

庄 J、 シ一二斜米 ν 十｝宇j シ｜

i由約 米ス O 二度翼 主
田ニ ニ此ー十ナユ ユ

ノ箇 過外五度ソ二 砂

地月 キ下米ユ I討層 ヨ

鴎
A 



四
九

J、二珪暦本方ノ山 7 服四南秋質

主接質 J、油ノ叉 nm大ノ十北田調
エ走頁泊因果ノノ野東米＝牒査

桂シ岩田 J、 海 東蓮牽方ノ瓦鷹ユ

質後居ノ第地方績 J、ナ七 Y ノ従

頁ノ下大ニ方ユナ高ノV 座約臭事ー

岩一部部紀トクノレサ下山十油ジ

ヨ屠凝ヲ屠西之高二小眠八回タ

9 J、友占増方ユサ十阿南平 リ

成中岩メ段ノ 曾 ニ米仁北方 J、

y 部層下堆院シ百乃村ニ里北

凝及黒部積内ア米至雪走ノ秋

友商色屠居岱南乃七回 9 面田
岩部頁中及地走至十及其積及
及ヲ岩部 J中方スニ米大西ヲ山
凝占居屠積トノV 百ノ内方占本

2疋メ及上層 J、高米阿津ユメ二

質北上部担共ヲ・ ノ仁地高川郡

砂部部屠ニニニ高川方ナノノ

岩ユ凝及輝高百岩ノ J、ニ南境

ヲ次友最石テ米山幸皆高百方界

挟第岩上安百乃脈段ヲ－米＝附

ミニ層部山米至ア地百内 J、近

上薄ニ層岩乃四ヲナ五外中ヲ

部クシュ及至百 7 9 十ノ部西

ュ詑 7、分玄ニ米北米米房ェ流
泥ニ前ノレ武百ノ東代内中高ス

友尖ニ下岩米萩ョ川外山サノV

岩減層部ヨノノ Y ノノ服ニ米
ノス J、居 P 開方南北関誌百代

Ii圏桂北 J、成析山西方析走米川
拠質部下ノν 牽 脈二三己牽ス乃ヲ

介頁及部第地ア走 J、地七至挟

在岩中ヨニナ y y 七二座四

シ層部 9 紀日東二座シ山百 7



｜以汽砂ユ砂南乃頁岩ナ岩黒岩北

上礎岩ジ岩部歪岩ユハ凝色層部

ノ遼ヨアノユ三及移二友頁 J、ノ i
諸ジク介厚亙百議過百寅岩厚綾

麿主成化キリ米岩ス米砂居テ子

J、ニ 7 石部前ナヲノν 乃岩 J、二村

整砂醤ヲ身、者？？尭ト至護主十小

合岩岩埋ト＝中ミコ五岩ユ米田
ユヨ及蔵ア J、部下ロ百及択乃及

ー重 7 凝スリ友層部ア米泥黒圭一
墨成友 j'V ア色 J、 J、 7 内友色二 ~ill.

ジソ質頁凝頁下謹上タト岩ノ百地

略欝頁岩 1疋岩部岩部ナノ頁米方
南岩岩質岩厚ヨ質凝 JV 闇岩ノ二｜

北及ヲ砂及クソ凝茨モ塊ョキ且ア

e ユ頁挟岩盤凝砂灰岩北ヲソ密 J、

走岩ミヲ岩友岩岩 l嘗方挟成ノ上
ν ヲ時 f尭ヲ質頁え J、ュミ 9 凝部
ノV 挟ユメ挟砂岩 J、主次皇室砂友二

ーミ｛寓 9 ミ岩互護ュ第岩質岩珪
ノ埋層上後ノ管岩粗ユニ頁ノ藻

大木ヲ部者薄及ト密薄 J、岩互ヲ

背ヲ呈層 J、キ砂 7・ノク介又層含
締埋ス J、主部質 ν 凝又化 J、ヨ有

層減最東ユ舟頁ノV 反頁石頁リセ

トス上部友t ト岩ト岩岩ヲ岩成ノV

四ノV 部品色友唐コノ J、埋質 7 頁

ノト居費ノ色ヨロ互砂蹴砂砂岩

小コ J、違砂頁 7 ア層質ス岩岩畿

背ロ束シ質岩成ゾヨト ；V ユ及違

斜ア部主頁薄 7 厚 7 ナ屯移盤ス

暦 7 及ニ岩ク 4ヒテ成ソノ過岩下
ヲ 北凝及凝部...., ？途アシヲ部

形 東友砂茨ヨ百黒ニソ凝侠凝 ｜

成 部質岩質 7 米色砂厚友へ友 l

五
0 



ーー 括秋七村十 ーー 石附輝 ノ 増 f畢 Jζ 
偏 シ 田十大ニ ア 油近石流段背前

在約照二津米 リ .＞、 一・． 安域堆税者、
シ十神米 ノ 三六佳小 111 一ー 積層 ＿；・、
ブ 五宮 ’ず 上 J：試質直岩平麿及 中
北平寺 ア 線総掘頁域及地 ，、 小部

流方油掘掘掘井岩 ーー 玄 ヲ 米 田 ーー
ス 里 田進井井 ア層露武形代背 ア
JV ノ ス ，，、 ，，，、 9 下出岩成川斜 リ、
楢面 J、 地 目 百一部 ス J、シ阿層 ア

岡積雄質下八井凝 北共仁 ト 七
,11 l ヲ 物 J、二十..＞、 友 部 ーー 川稽座
ノ 占川共百米手岩 ーー 粘及ス 背
東メノュ五未掘層 其土藤雨耕

ーー 高南黒十満 四及 集及琴震層
火ヲ－部色五 ’宇 井黒 塊砂川 ノ ト

山 百二 頁米 プ ＿，、 色 岩磯 ノ 傾稀
岩米 ア 友弘同ヨf マ掘上頁 ヲ ヨ 沿 奈：｝ シ
ヨ 乃 9 ナ プ 準総岩 ｛宇 ヲ 再三 J、 後
9 至 7 ソ 下 セ 掘屠 ヒ B定 ーー 二者
成二仙 大 ジ ーー・ ヨ プ ノV 後十 J、

v 百北 野 モ 井 リ 現 達度萩
ノV 六郡 村共 J、穆 出 三〆 乃 ノ

山十由 大 ーー 綱 出 ..:>: i中至方
群米利 菅出掘 ジ ノV 積回 山

津油
、

居十背ア ノ 郡 ーー 其 ノ

ソ 開及 ノ セ シ 多 タト ，，、 度斜
高折卒 綱ス 7 ク 後 米 ナ 層

五 サ 蓋鹿 掘 シ手 J、 者 代 9 房
二地郡 井 ア 掘背 ，，、 Jll ト 中
百ナ ノ .＞、 中 井斜 七 其ス 山
八ノv ー 深 止 J、 車由 座 他 背
十 モ部 サー シ深 ノ 村－ ノ 斜
七東 ヲ 二藤サ F甘 今 I可 層
米部包 百翠九近 泉 Jll 増



五ヲ岩呈頁ヲヲ明頁 J、ノ紀本ノ｜

Y 混ノシ岩ナ埋瞭岩南砂層、油大｜
主ジ圏慮居ス撒ナニ東質 J、田平

ニ又塊々及ース Y シ部凝最 J、山

青 J、介ユ砂般ノV 後 7 及友下第ヲ

｜友磯在凝岩ュノ者凝西岩部二最
｜色ヲス友頁英外 J、友部及屠紀高

ノ交後質岩層介主岩ヲ鍛下層ト

砂へ者砂互理化ユ及占密部増ス
質砂 J、岩層明石黒凝ノノ屠段

頁岩砂ノヨカヲ色荻珪淡中堆

！岩 J、岩薄 7 ナ含頁質質綾部積
（ヨ頁及層成ラ有岩砂頁色屠暦
ソ岩頁ヲノV 二ススヨ岩岩凝及及

成 質岩 挟前中ノV リヲ層友上沖

リトノミ者部泥成挟及岩部積

慮ナ互桂川層友 Y ミ黒ヨ層居
ユレ層藻主 J、岩凝下色 y ュ詑

ヨノV ニ類ュ主ノ友部頁成長トニ

Y コジ lえ荻ユ圏岩ュ岩リノV 輝
頁トア介青北塊及於層上最石
岩ア上化色束ヲ凝アョ部下安

質ソ部石ノ部挟友 J、リユ部山

砂上ュヲ頁及ミ質疑成介層岩

岩部於埋岩西下砂友 ；v 化 J、及

二層ア識ニ部部岩岩前石南其
移 J、 J、久シヨユヲト者及東集

過北砂 JV ア Y 於挟互 J、福部塊

シ部岩ノ上南アミ屠主茨ユ岩
凝ヨ J、外部部 J、桂シ ζ ヲ接ヨ

荻？多上ユユ凝藻瓶褐挟達 9
質北量部 J、瓦友類シ色ムシ成

砂東ノニ砂リ岩ノアノ下淡 JV

岩部浮泥質友厚化屠珪部総第

或ニ石友ヲ色屠石理質暦色三

五



ト

回セ品村油タ石沿段斜乃上 ア 盤
牒ノV ヨ坂田ノV 安岸堆 J、至ノ ヲ 互1-LゴI 

ノ 9 島 ーー モ 山 ーー 積概十諸 質
句、、 六附 J、 ノ 末'f ア 層 ミ／ 八麿 砂
郎近未 ナ J、 リ －＇・、 ア 度 J、 岩
￥~ ノ タ ヲ 一 ブ 楢八 ナ 整 ヲ

ーー 水石 般 共 岡 度 メCl～ 
J、 於 田 ？由 一 ーー JI! 乃 中 ーー
南 ケ 中 ノ 帯粘沿至部重 桂
秋 ノV ーー 穆 総土 岸十 ーー 盤 藻
国 背 克 出 黒及及五於 ジ 類
君E 斜斯 セ 色砂強度 プ 南 及
ノ 層 噴ノV ナ 磯首 ナ ，，、 北 介
ー嗣ールー・ ノ 出 ト 9 ヨ 野 リ 東 ーー イむ
｜部 西 Jミ コ 集、 9 ーー ト ーー 走 石
及 翼大 ロ 塊成増 ス 偏 し〆 ヲ

河 ーー 正 ヲ 疋1－＇ヨJi JV 段 シ リ 埋
選、 試十革委 J、 t也 7 東 菰
君F 掘一見 ~ζ 4・ ヲ 約部 .A 

ノ 井年 セ 山 ナ 一 ーー一 ノV

西 ヲ 十 サ 左I-If シ、 里二 ノ
部 掘ニノV 塊 J中 ーー 背 タト
= ・ 撃 月 毛 ノ 積 亙宗寺

亙 ジ 上南 凝 屠 レ 層

五

ソ 現句楢 2疋 ＿，.、 ノB〆 ア 及
プ 在 主主 岡 質 楢 背 リ 炭
南 深 ヲ 本企 物 同 翻・ 其 質
北 度 高六 ーー

,,, 
層爾 物

一 僅 同長E ヨ 2え ア 翼 ヲ
長 ゴJ 詩j i畢 リ 其 ソ ノ ノ己会、
ク ーー 曾及 穆 他 其傾 有
約 十 ＿，.、 J:. 結 ノ 雨斜 3え

A 問 上 JI! セ 翼 ＿，.、 ノV
卒 ーー 線大 フ J II ノ 八，

~ 



桂質 質黒共瞭 ト 部部下本部 リ 方
藻砂 ノ 雲 ーー ナ 互 ーー ーー 部油 ヲ 百里
等岩砂母凝 ラ 層泥費層 回 限米 ノ
ヲ ーー 質 ノ 友 .A 二九 友達 中 J、 ヲ ーー 面
含移頁破質 中 ノV 岩 ジ 部第其詫積
有過岩片 ーー 部 ~ 介主層ニ支 シ ヲ
.7. .7. ヨ ヲ シ 層 ト 在 ーー 及紀流南 占、
JV _j二 リ 混 プ .；・、 守’ A 珪上 層太部 メ

層部成 ス 上頁 ソ 後質部増平 ーー if甘,. 
理 層 ') JV 部岩黒者頁 層段川 ，，、 ヲT、
不 J、 J: ~ ニ砂 色 .；，、互pヨ＇j- 一 I佐 J、 百平
明 砂部 ト 桂岩 頁 ー七 ヨ ヨト積北二均
瞭岩 ーー ア 質互岩部 ') ノV 屠二十八
ノ 唐介 ソ 頁層 .；・、 ーー 成 下及岩米十
砂 ーー 化後 岩及浮 i尼 ヲ 部 i中 見 ーー 米
玄u王. シ 石者 ノ 砂石灰層層積川達 内
ヨ プ ヲ ＿，.、 破質 ノ 岩理 J、 層 J、 J屯 外
リ 北埋南 片 頁小 ヲ 明 桂江南ノV ノ

成東臓部 ヲ岩片挟瞭質 ーー 一 ト 僅
') 部 ジ 及混層海 、、ー ーー 頁 安偏 τz カ、
下 ノ 叉北 J主 ーー 綿下 ジ岩 山在 ロ ーー

部 向 砂部 ;v シ 及部 ア 居岩 シ ア J包
ーー 奈｝ ヲ ーー 凝 プ 陸 ーー 凝及質 プ ソ 伏
，，、 軸 f昆亙友前藻 ，、 友黒 集本雄 Jζ 

凝 ス ') 岩者 ノ 凝岩色 塊油物 JV

友沿 JV ブ ノ ，、 化炭及頁 疋1--'-ヨ，i 田川 開
克1－＜王I ヒ ＝， 庚厚 中 石岩 i疑岩 ヲ ヲ 及析
ト プ ト 域 層部 ヲ 礎友 層 リ 西其蔓
互盛多 ヲ ヲ 及含達質 ーー 成流 i両地
層達 ク Lト'l 挟 西 有 シ砂 シ ；•〆 J屯 域 ナ
シ ジ 漸 メ 、、、 部 シ プ 1--'-I 

プ ~t .. 、一，、 J、，疋王、
上主究主又 ーー 層黒 ヲ 前ニ 西 毛

部 ーー ーー ーー 著薩理色挟者紀 部慮
ーー 浮頁凝 シ’ 建 .＞、 頁 、、喝． ，」，、 厨 及 ーー
J、~岩友 ク シ 明岩上南 J、 ー同ー争4 ヨ

五
回



外六央 LU ニ井試本成砂増傾以 泥
ノ 百部形 米 J、 掘油 ノV 磯段斜上 炭

憂米 ヲ 牒 ・干 一 ス 田 ヨ 堆 J、 ノ 及一
地東南新 ア 百ノV ーー 9 積八諸木

及部走 庄掘十 モ ..＞、 成層度唐葉

河 ーー シ 油盤米 ノ 一 9 .，；・、 乃 J、 f乙一
岸低約 国 セ 乃 ナ 箇 就南至整石
ーー ク 十 フ 主 キ 鬼p 中西二合 ヲ

河高六 .>• L〆 四 毛 ーー 砂部十 ーー 埋

成 ヲF 平最共百嘗石 層 ーー 度累 蔵

f皆百方 . I: ーー ，じ ア 1由 最末 ナ 重 二~

段五里郡油十上 ノ モ 戸 シ

後十 ノ ノ 気米総穆 厚肇 ト 略

達米面北及 ’す 掘 出 シ 上 ユ、〆， 南
エぇ 乃積西克 プ ーー .A J中野局 北
至 ヲ 部斯綱 ヨ ;v 積牽部 ーー

一 占 ーー ？ ， 掘 レ’ ノ 層七 走一 ーー

百メ ア リ 試ノV 外 .，；，、 tlb 沈 ソ
五概 リ ジ掘三克 河蔓降西

十 ミJ プ ーー 井 井斯 岸椿叉方

米 プ 新 止 J、 綱 ノ ノ 牽 J、 ーー
ナ 西庄 ーマ 一掘礎 平等隆偏

ソ部町 .；，、 ーー 生 t也 ノ 起在
其 ーー 其康三 ヨ 三え ーー 庚 ス v 

他高南棄百 v /V 設澗 プ

諸ク 東 セ 四 JV ト 達 ナ 一

慮高 F掲 フ 十二 コ ジ ノV 背 、

ーー サ ーー ν 入 井 ロ 亦増 殺

五五

高二位 タ 米 ア ア 粘段 層

サ 百 ジ リ 一 9 ヲ 士 ヲ ア、 、
百五鮭 J、上 ト 及 ナ 9 

二十 }II 四 穂、云 砂 シ 実．

十米 J、 百掘 7 磯粘 雨、
米乃 目き 五試項 ヨ 士 翼

内 至 中 十掘時 リ 及 ノ



五
六

斜複第層 y 及及友前稀及頁ノ本

構向三ヨ厚偽北色者ユ凝岩大油

i造斜紀 Y サ層部柔 J、蛍友居部田

1 ヲ構居成ーヲュ軟主岩質及ヲ J、

｜形詣 J、／レ尺曇アノユヲ砂黒占第

｜成ヲ東第内スヲ砂和挟岩色メ三

シ形部ニ外ノV ア質柔ムヲ頁下結

一成ニ紀ノ砂主頁軟中挟岩部居
｜部シ於層褐岩. .：：.岩ノ部ミ層層増

｜ニ西ア中茨ヲ荻ニ友居後ヨ中段
金部 J、ニノ挟色シ色 J、者 Y 部堆

地 ζ 略 J、ニム i庭ア頁西 J、成屠積

JI)；於南桂一最友凝岩部主リ上層

構ア北瀧層上質友ニ及ニ前部及

造 J、ヲ海ヲ部砂質シ北和 e者層 J中
及南軸綿挟層岩頁ア部堅 J、及積

湾北ト及ミ J、ョ岩凝ユキ主最居

陸ユセ介中東 Y 凝友ア黒品上誼
獄走 JV 化部部成炭質 Y 色黒部品
！構レニ石川品 9 質頁 7 頁色居石
｜諮ノV 背ヲ粗ア荻砂岩友岩堅ニ英

lヲ二斜坦霧 Y 色岩及色ニ硯タト粗
墨背群撒ノア塵及凝頁シノ JV 面

ス斜造ス砂下硬盤友岩ア桂下岩

傾構及 岩部頁岩質層疑質部ヨ
剥造四 上 J、岩ヲ砂 J五反頁屠 y
J、一向 部砂凝挟岩砂蛍岩 J、成

一常掛 J、岩友ミヲ質頁ュ西ノレ

般陸構 砂頁質上挟頁岩シ部第

；ユ獄詣 磯岩砂部ミ岩及アニニ

i十構ヲ 及互岩層後層凝頁ア紀
度造含 粘層砂川者ヨ灰岩ソ層
乃及メ 土ョ質中 J、 y 質質ア J、

主ニル ノ：1 頁央主成砂砂桂油

ニ向ー 互成岩部ニ Y 岩岩質田

－守

［！
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本 一 モ ヲ 近 出本 ーー 石 ヨ J皆十一
年 百出 内 ーー ス ？由 ジ英 リ 段度

度 七油ー 露 ノV 回 プ 粗成堆 ナ

ーー 十 ナ 井出 ト 一由 流 師 ；v 積 リ

於 一 ク J、 .A ~ ，，、 状岩 J中 層一
ア 工 米 j華大ノV ロ 克構 J、 積 .＞、

技 ーー 棄正砂二共rr遺北 層束
f持 業 注 セ 九 質 十 ノ ヲ 東 J、 部

員 原 セ フ 年頁二軍基是隅鮭 ーー
J、 ジ L〆 綱岩箇生 ス ーー Jll ぜミ
多 キヰ モ 一掘 層慮 ス 於及 .,. 
ク
係 出 井 ーー ーー ア ノV ア 其百

..＞、 油 。，，、 ヨ 多 ソ ト 砂支二

一 ナ 大 リ ミ／ iftl ~ 質流十一
箇 ク 正初試砂 ロ 頁 ノ 米

月 亦十根掘 ..；・、 一 岩流 内一
乃 騒二深井下箇 層域外

宝 葉 年 ーー 二部慮 中 ーー ノ

四 セ 上掘 ア 麿石 ーー 平 牽

箇 フ 穂 盤 ソ 及油 -!tヨSi f也 I也、
月 L〆 t属 セ 共 中 ノ l鼠 ヲ 及

ノ タ ーー ア － ー 部穆 及 形 J可

問 ~ ヨ L〆 !:I i昔，出 岩成成

ーー ソ 深本 ーー 3ζ 床 シ堵

於 田 度 i由之 JV ヲ 砂段

プ ノ 五石 ヲ ト ナ 磯地

各 津 百株 見 コ ジ及 ヲ、
捲 ーー 七式 JV ロ 角 私自 形

五七

嘗 地十曾 毛 一 望号 土 成一
直 盤 一世就箇 疋ヨf ヨ シ

域 セ 米 ノ Fド 薩 ヲ リ 砂

内 フ ーー 掘澗油 ｛宇 成磯
ノ v 違盤根砂 ヒ ;V 及

工 深 セ ーー 津 ノ 友 枯

業 皮 ジ 係 F付 露 色 土



能石十漂新聞用郡山甲ニ雄ノV 原

J、英会布潟大鋸坂約運箇勝ユ料

サ粗村土牒タト物下二村月郡王用

.JV 面商 鯨及村箇及牛吉フ鍍

モ岩蒲 J、 ノ岡篠月清ノ乃サ物

ニ中原東 工山岡向田関銃ワノ

Jll ＝－ 郡蒲 業牒村石村新山シ調
村 Bf 森原 原和及井粘潟重 J、査

森胎町郡 料集篠技士牒品；童ヲ

町久村ニ 用郡木師南ノ石憾結

村 i：及川 敏ノ村ノ都工南ト了
及賦西村 物麟ノ補留業秋スシ

今存頚下 及石 1手助郡原田ノレタ
井ノ披イ康 山及石ニ道料郡ト Y
村妹都村 口陶砂ヨ志用旭コ pfi

ユ態今北 J採石ヲリ村鍍川ロ北
於 J、井蒲 豊及渡岐石物村ナ僚

ア採村原 浦阿瀬阜膏ヲ粘ソ技

J、掘ユ郡 郡哲技牒及北士郎師

雨場産赤 彦郡師ノ静僚及チノ

者及出谷 島ノ J、工岡技男佐病

ノ露シ村 ノ格約業牒師鹿藤気

捕i頭十米 石魯ニ原阿 J、宇技ノ

次品全倉 英謀箇料倍約島師潟

エ於村村 砂鍛月用郡一ノ J、メ

移アェ Jii ヲ鏡竿鎖服箇石約中
過悉於東 調ヲノ物織月友一詮

セクゲ村 査伊間及村問華箇蹄

JV 之ノV 中 シ原島愛粘山ヲ月所

トヲモ蒲 タ技根生n土梨木宇シ
コ検ノ原 y 師牒牒ヲ牒村ノ某

ロスヲ郡 J、工東清東技開業

アノV 除川 ニ業春野山師秋ヲ

Y、コケ内 箇原日技梨 J、回終

米ト J、代 月料井師郡約鯨フ

五
人



豆
九

問 ア ーー 淡黄 ．，、 ジ 一 ーー カ 淡 Jffi ＿，.、 f点王』
一

露 9 露青色 厚 7 川之 ナ 黄 胎石村
出或 出色 ヲ サ 幅村 ヲ ク 色 シ英 ーーー一、 、
ジ ＿，.、 ス 叉墨 0 一 岡 ，、d、' 之黄 之組於一、
上謹 一 －＇・、一 シ 玉 米 I皐！ ト ヲ 色 ヨ 面 7 
部績露友上米 乃 ーー 百水淡 9 岩 J、

ノ .A 頭色部乃 至於ーミ 中 責務 ノ 漂
厚ノV J、 ト ム歪 十 7 ト ーー 言哉 質経布
てす モ ;!'t ナ 禍五五 J、 或投 色 シ 質土
一 ノ 匪 リ 色 四 米北 J、 3、 淡 タ セ 中
米 ナ 域石 ーー 米 長部石 L〆 青 JV JV 一由

乃 フ 狭英汚露 サ ーー 鹸 J、 色 モ 弓と 石
豆 ン 小組染出 五一土 自 叉 ノ ノ 英
一 ~ 、: 

ーー 面 セ シ 米採 ト フ J、 、 ナ 事且一
五津一岩

、
乃掘稀崩プ 厚 淡京日 ラ 面

米 ーー 露 ーー v サ 至跡ス 壊友 ク ン 11ヨgi 
ノ 於頭移下 0 ニ中 シ 色 漂十塊
問 プ －＇・、 過部五十部 青稀布金 ア
.；，、 ＿，.、 約ス .；・、 米 米 ーー 色 ーー 土村 リ

淡長百 ノV 多 乃 高 四 9 紅 ノ ーー 7 
寅 サ 米 ト ク 至 サ 採 ト 色 之於漸

色二 ヲ ~ －＇，、 一二掘 ’ず ヲ ーー ケ 究
ヲ 十隔 ロ 地五米 町、 .A 呈移．ノレ ーー

主五ア ア 下米 乃 2え 試 シ 過 毛 移
ジ米延 リ ーー ノ 至 岡 験柔 セ ノ 過
大高 長五浪表 六部 紙軟ノV J、 セ
サ サ 四十 .A 土 米 ーー ーー ーー ト 第 JV

一一十津ノV ーー ア 一 酸 シ ~ 一 ア一
糎米 米 ーー 宅 被 ') 採 a性 う？ ロ 事己 リ
内 乃 乃於－ .J>W 此 掘 反脂 ア 凝想
外歪至 プ 部 レ’ 蕗跡 鷹肪 ＇） h疋 フ
ノ 一 四 .＞、 ーー 概 ーー ア ヲ戚漂質 一由

少入十五 J、 三ノ 漂 ') ヨr::t三 ア 布頁漂

量米五箇蹴 プ 布 7 二九 リ 土岩布
ノ ノ 米慮衣淡 土蹴 俗粘 J、 ーー 土

a・、



｜五ア色土了二淡土米厚十ス跡粘
｜米ソ漂中五採黄 J、乃サ手 JV ア板

｜乃ア布＝米掘色長至。五毛リ岩

至二士山ノ場ヲサー凡米＊此ノ

十丘又径問及呈二凡米幅酸 l怠角

米陵 A ニ露五ス十米乃七化ユ機

ノ問黄糎出露ノV 三 J、至米銭漂ヲ

直ノ色内シ頭モ米青ニ乃ュ布雑

域北漂外上ァ下乃色ん至ヨ士へ

採々布稀部ソ部歪ヲ米十 ＇） .＞、其

掘西土＝ーアノ二塁ユ二汚長下

｜セヨニ二米漂ー十スジ米染テ厚

ラソ移米内布部米市ア高セ四サ

ノV 南過内外土ユ情ノ地サラ六一

漂々セ外 J、 J、青十津下 Oν 米一
布東ノV ノ黄長色二ユユ六タ ·~-M 米
土ユ部氏色サヲ米於浅米 JV - .＞、

亙分青ナ四基高アジ乃ト九青

厚 ν ア色ノV 米スデ J、上至コ米色

サノv ＇） 柔モ乃ノV 一一部三ロ高ヲ

0 約川軟下至ト五採 O 九アサ墨 ｜
四百束ナ部四コ米掘六米リニス

米五村ノV J、十ロ乃場米ノ赤米下

乃十小石青米ァ至及乃採谷ノ｛廉

至米戸英色幅ソ四二至掘村間村

一束白粗ヲ四米五採二勝石露五

l米西坂面呈米倉米掘米ア橋出十
ノニニ岩ジ内村ノ跡、 J、 ＇） ￥畢シ島

表約於塊地外中間ア i炎比＝概エ
土百アヲ下高々露 7 黄慮於シ於
ノ二 J、雑ユサ山出比色ユアアア

下十一へ浸ーュシ慮式漂 J、黄ノ、 ｜

ユ米採ギス米於誠二下布長色－ 1

ァ話掘ュ~乃アジ漂 O 土サヲ採 ｜
引す場青布至 J、ァ布二 J、五呈掘 i

。



ム
ノ、
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ジ 頁頁十及米米青五漂ナヨト二項；

蹴岩岩金石内高色米布 9 ヲ米表
ジニノ村英外サヲ及土川優内土

ア移上段粗高二塁六 J、内良外ユ

稿過部平面ナ米シ米三村ト J、近

堅セ幅山岩ーノ質ノ採太ジ主キ

クノV約ユ塊二問稿問掘平淡品部
質ト六於ヲ米露堅露跡ュ青淡分

良＝十ア雑ノ出ク出ユ於友黄 J、

好ロ米 J、フ問ス良シ露テ色紘水

ナア高北ノV 露折好主出 J、ノ色酸

ラソサ四ト出江ナニス山部其化

ス漂 O 十ヨジ樗ラ淡二腹ヨト下鎖
森布一度ロ共ユス黄採ノ J、五ノ

町土米束アユ於忍色掘斜稿六烏
村 J、乃ユタ主ア津ヲ跡面砂米メ
名淡至走該＂＂＇ J、ュ昌二品質 J、ュ

下黄四リニ淡漂 J、ジ於泊二主赤

ニ色米北露黄布一ーアヒジエ褐

於ヲノ百頭色土採採 J、長ア淡色
ア呈問ニ J、ヲ J、掘掘長サ良青ニ

J、ス J、二連呈長跡跡サ約好友汚

- JV 漂十績ジサア手七七ナ色染

採モ布度スー十ソ於米十ラヲシ

掘上士ユノV 部米漂ケ及米ス呈其

跡部ニ傾モユノ布ノV 十ノ年シ下

及 J、獲穀ノ．青問土モ米間産黄四
入著質スナ色品川ノ幅二出色米

露シジノV ラヲニ長 J、七五額及内

頭ク其第ン呈箇テ淡米採約淡外

ア禍下三 ス慮四葉及掘三寅 J、
Y 色 J、紀 JV ユ五色十跡千総黄

採ュ凝凝 ト長米又米ア五色色
掘汚友友 コサ幡 J、高ソ百ノ其

跡染質質 ロ三四友サア噸部’F I 



採ト色露五色紀色シサノV小波及
掘コユユ米柔総ヲア五モ渓シー

場百汚漂及軟色曇淡米ノ戚後露

附ア染布七ナ凝 ;;t.＇ 寅アナ J、者頭
近ソシ土米ノv t,疋大色リラ小 J、ュ

ニー其 J、ァ満岩谷ヲ民ン道上於

於採下厚リ俺中＝墨蕗溺ュ部ア
テ掘 J、サア鋸ニ於ミノニ海沿淡 J、

J、場順一淡中満ア下漂ニヒ黄漂

南及弐米寅ニ俺 J、部布於長色布

北四貰乃色介鍍東二土アサ下土
二十色至乃在ト西米 J、 J、 0 部 J、

約穿淡八王シ共約 J、厚一二三淡厚

ニ土寅米淡内＝六淡サ採米紅サ

百箇総ア紘ニ挟十青四掘乃色ニ
二慮色 Y 色不在米色玉跡．至ヲ主
十＝及アヲ規シノヲ米及入呈米

米依青其基良lJ 一間基露ー米シ及

東ソ友下ス多採ニシ出露ノ漸ー
西推色 J、今 1 角掘ニ砂シ頭問央土

品スヲ地井形揚採質厚ァ迫ニ米

約ノV 是下村ノュ掘ナサリ跡石ア

百二シニ須凝於跡 ＇｝ 0 採ス英 y
米漂建設樫荻ア及露五掘ノV 粗前

東布ニペユ岩 J、二頭米跡ヲ面者
京土石其於塊白露 J、内 J、得岩 J、

白 J、英表アヲ色頭長外長ヘニ淡

土帝粗土 J、雑又アサノサク移黄

商図面二二へ J、 y 十表九 Jib過色
曾白岩近採二紅漂米土二等セヲ

採土ニキ掘露色布ニユ米 J、 p 呈
掘株移部場頭ヲ土シ被幅相七シ
揚式過去トア J、呈 J、ア J、七連露地

附曾セ J、 9 長シ第淡 ν 米績頭下

近枇ノV 褐此サ黒三葉概嵩ス J、ュ！

占

ノ、



占／、．

上 内 リ 被成 白 質汚 ~／ εE 陶産 曾 ーー

部外此覆 ') 土 良染 タ 大石 出投於
ーー ノ 麗二九 殆 好 セ ノV 正 額掘 プ

多砂 ーー 蕨 ン 北 ナ フ モ 八大 J、 場 J、

量 ーー 白 光 ト ・蒲 フ ノV ノ 年正約附北
ノ 被土 ーー フj三原 サ ‘、 ーー 中五百近 西
砂川 －＇，、 於卒郡ノV 毛 シ 止年五 ーー ヨ

岩ノV 厚 プ ーー 菅 ト 蔽 Jテ セ 以十於 リ

粘新 サ J、 成谷 ＝コ シ約 ヲ 来噸 プ 南、
板誠一南居村 ロ プ 一 陶 北 ナ ..；，、 東一
岩 ーー 米北 ス 撤 ア．淡百石 蒲 ') 南 ーー

及於乃約 白光 リ 黄米 J、 原 北約

黒 プ 至六土及 色 ノ 第君IS ーー 一一
耀 J、 四十 ..；・、 )II 乃 問ニ JII 約百
石 長米米英東 至 ーー 紀束 百五
ノ サ ノ 東経村 白 五浮村 入十

｜岩ニ関西質新 色採石上 十米
塊十露約 シ披 ヲ 掘凝三 米北
＝ノ1 五 出五タ 附 墨跡友光 東東
雑米シ 十ノV 近 シ ア ＊王, ーー 西 ヨ
フ 高下米 モ ノ 質 ') 屠於 一 リ、
白 サ 部 ノ ノ 第ー 柔陶 ヲ 7" 

／ 約 南
士一 J、 直 ーー 一 軟石貫陶 七西一
J、 米地域 シ 意己 ナ ノ ケ 石 十 ーー

白 乃下 ーー ブ 居 ノV t也ノV ヲ 米約

色 至 ーー 一
上 J、 二E 表石採 ノ 百

乃十渡採部主 一 ーー 英掘 問 一一
至三 シ掘 ヲ ーー 部近粗 シ 賦十

淡米上跡 占 1宇 ーー キ 面 プ 存米

寅 ノ 部及 メ 石 J、 部岩向 3、 越

色 間 J、 一品 凝 和主ト 々 器 ノV 後

ーー ーー 厚採積訳 堅 J、 脈 ヲ カ グ

シ 露 ヲT 掘 層岩 グ
、

褐 ノ 製 ま口 レ

プ 出一場之 ヨ ジ色盤 セ i/ 

来古 ジ 米 ア ヲ ') ア ーー 質 ミノ 月商



ーー ヨ 本 ,i~ 白 ーー． 窯土 陶 シ 粘岐 ノ 力、
砂 ソ t也 ーー 士用 道 ト 磁五 土阜 i~ 弱

及凝域第 ト ヒ 具云 {f~栂 J隠和 シ

粘 1疋 J、 ニ稗克 ノ ヒ 素 ・r ..；・ー． 賓j露
土質花紀 シ 土 原 耐 i也 ソ 土 染天

砂砂崩 粘 i耐 ト :f?［・火原 ~1技 業掘

磯岩岩土火種 一・－ 原料 ノ、 君E 型又
詑及古層 原 Jえ 供料 ーー 淡 多 付 J、

ーー 凝生 ヲ 料 ，、、 ジ ーー 使駒治 糊坑

粘友暦 ナ 又 ク 四 用 用 色 見 及道、
土質及 コζ 、，、 五 J、 ヒ シ 又町 製掘、、
ア 頁之 硫 J、 勅＝一 ~・、 P甘 年J_~ ーー一一
ソ岩ヲ 目安 白 色 J、 J、 民近 用 依

下砂被 禁色叉晴 暗色 窓 ーー リ

部岩覆 土 乃 J、駒掲 ーー ~J[~ 供採

ノ 頁 セ ノ 至暗 色色 シ君I~ セ 掘

粘岩ノν 涼赤劫叉 ヲ プ 陶 フ セ

土及第 料褐色 J、 呈石村 1V フ

J、 角ニ ーー 色 ヲ 2疋 手／ 英 PH ノV

下盤紀 呈色 粘及
、

ヲ iII 月

部岩層 ス さ~ シ τ， " 力 長及 産、
少主張石ヨ ア ヨ 比 シ 可 出

リ ') ') 外粘量 ミノ ク 粒見 額

蛙不成 使力 ノ 俗耐 ヲ 書店 一一
目整ノV 用 弱砂 ーー 火雑姫 十

粘合第 ーー グ 粒 白 度 へ治 一、
土ニニ j甚耐 ヲ 粘高 俗村 一
木之紀 ，、、 火含土 ク ーー 及 日頃

節 ヲ 層 サ 度有 ト シ’ 蛙春 ーー

粘被 J、 JV 高 ミJ ~ ア目 虫 シ、
土覆下 悲占 ク 製 ヒ 俗粘村 プ

自 シ部 士 ジ 克匝 一 土 F甘 主

キ占 ア ーー ア 7 ノ 鉢木 ト 近 ーー

土 JI慎下 リ 俗原又節綿 ーー 議

1及究部 プ ーー 料 J、 京占 シ 産 諜

六
四



六
五

十節用士十スノV 八乃多ーアヨ伎

二粘品及米木粘米至治般採リ用

米土堪木ユ節土 0三見ニ掘成ニ
ナ薄へ節シ粘其六十町緩スノV 堪

9 キサ粘. 7 士、上米米：附慢へ粘へ
士号ノレ士使 J、品乃ナ近ナメ1 土サ

岐白粘 J、用［事ア歪 9 ユノV ラ J、ノV

津粘土薄ユヲ－ ）｝ ー土於波サ其粘

町土ア居堪ー其六岐 7 獄ノv ？｝土
ノ J、 y トへ米南米津 J、ノ毛布ヨ

京厚土ナサ乃西及町下摺ノー ~J

方す岐リノV 至ノ四二部曲ア様上

ナ八津白粘二多米於ノヲ Y ナ部
ノV 米町粘土米治乃 7 粘ナ第クノ
浅乃ノ士山ニ見至 J、土スニメ粘

野王北 J、厚シ町六蛙ノ、 紀 ν 土
村十方厚サアュ米自東 層ア J、

ニーナサ五漸於＝粘西 上或下
於米ノV ー米究アシ土十 部 J、部

Jテェ豊米内南 r ア木粁 ノーョ

J、建岡内外方蛙厚節南 層種リ

蛙シ町外ナュ目サ粘北 向或使

目使 2えユ Y 薄粘ニ土九 及川用
粘用泉寺／南ク土米及粁 傾二ニ

土ニ町 Jテ市白 J、乃白ニ 斜穏堪

J、堪ニ其之粘薄至粘亙 J、ノへ

厚へ於上倉土層七土リ 蕗ミサ
サテアユ村山ト米 J、 7 品碕ノV

十 JV J、厚ュ厚ナノ厚賦 ヨ遼粘

二粘蛙サ於ヲT Y 使サ存 リミ／土

米土目六ア二採用各シ 差或克
ニ J、粘七 J、米掘ュー厚 異 J、土

達厚土米蛙乃品堪米サ ア薄及

スサ及ノ目至堪へ乃十 ノV ク白

JV 約木使粘二へす歪米 モシ土



コ。

プ ーー 目 米陶於産瓶 プ ...、 白 一 プ 宅一...、 於粘ナ やt プ Jζ ジ J、 薄 粘米 J、 概

蛙 プ 土 ヲ 附採木 ブ 蛙 タ ナ． ーー 蛙 ジ

目 ...、 J、 上近掘節薄 目 且 J、 シ 目 7 

粘蛙厚部 ーー 額粘 三J 粘 ツ 厚 プ 粘多、
土 目 サ ーー 於多 土年土砂 うF 東土 量
...、 粘三 ア プ シ ，，、 産 J、 粒二方 ...、 ノ

厚士米ノV J、 約 出 厚培米 ーー 厚砂
うF J、 木 白 l.; 七 額 うT ナ 次 サ 粒

四 厚節粘部 百 J、 四 ジ リ 第五 ヲ

粘土 噸蛙米
、

五 サ ノ 白 -f ーー 米含
米入土 J、・粘 白 目 乃粘石薄 ナ 有

ーー 米
，；，、 蹴 土 粘粘至土町 ジ JV

ジ ナ 厚． シ 層 土 土七 J、 ノ 駄 モ

プ JV 斗J’ト ア ，，、 ，」・、 －＇・、 米 厚南知木他、
モ一 議 概 約約 方町節其 ーー サ ノ

他木五ク ミノ 三五 シーナユ粘鮎

ノ節米採 プ 高 高 プ 五ノV 於土 土

粘粘 ナ 掘南 五九西米妻 ア ，；，、 .；・、

土 土ノV ーー 五 千千噸；方乃木 J、 薄 薄
J、 ...、 ;c 堪度 噸 ュ至村木 ク ーミ／

節
、

概薄共 ，、、 内 ーー 一古 究四 ーー ジ，土

ヨノ ク ーー .A タキ シ’ シ 第米於粘 ブ 岐

ア ジ 束縛 ーー ア ブ ーー ナ ア 土採 津

薄 ア て11 岡 傾 土 土砂 リ ...、 ，＞、 掘町

ジ 採 ーー 村斜 岐岐粒其：木尖ニノ

蛙掘 薄原 争ノ 津 津 増西節減堪 南 l
目 ーー 居 ノ 厚 町町加 方粘 シ ，、、 方

キ占 堪 ト 東 サ 下 一宇 ジ 十 土蛙 二λ ナ

土 ，、、 ナ 部七 石於其ノV ナ 目 白 ノV
..＞、 フ」 ソ ーー 米 町 ブ 他笠 ク 粘粘下

漸陶 原於乃 及其 ノ 原蛙土 土石

究村 ノ プ 至 泉入粘村 目 ...、 ，；，、 町
西 ーー 西 J、 十 町割土 一・－ 粘薄厚 ーー
方於部蛙五 ｝ ー ヲ ，、 於土 タ サ 於、

六
六



西岩 リ 俗友往生珪土 ノV 五服大 ーー
ーー ＿，、 居 ーー 白 佳層岩約粘米治 ジ 薄
援俗 rri1 之色岩 J、及五土 ナ 村再 グ

殺 ーー ノ、 ヲ ヲ ノ 珪角 噸 J、 リ 及 ヒ ジ

之略烏ト是 角岩聾
、

二九 ナ 一 内春 西 プ
多 ヲ 南屋ヤス 磯粘岩 リ 米克’里方探
治丸：北根本 JV ヨ 板 乃 土村 ーー 掘
見根ネユ ト Jモ リー岩 土 至 ..；・、 附薄 ーー
町 ト シ 稽 ノ 成及岐 ニ厚近 シ堪
六稿 ブ シ J、 V 砂郡 米 サ ーー 年 ，、、

蓮 ジ 西字L・ 之ノν 岩 多 ェー於産 サ
石 白方 白 ヲ 角 ノ 治 シ五；テ 出 >V 

ノ 色ニ色採欝互見 プ 米 ＿，、 額 ーー
珪 ヲ 十又拙岩層町 慮乃 歪
岩曇度 J、 ジ ヲ ヨ 及 々 歪部蛙ノレ
＿，、 ジ ーー 白 プ 挟

, 
土 一 一 ノ 目 毛一

厚稿｛頃色紬 A 成岐 小米粘粘ポ
うT 風斜 ーー 薬古 JV 津 匝 白 土 土 上
十化 J屯 ジ 原生之町 域土 J、 約及、
一 シ 同 ブ 料代 ヲ 及 ーー ＿，、 北一大一
米 ア 町採 ーー 時被可 露厚東高川

内破丸掘使岩覆 見 出 サ五五 ーー
外砕根 ジ 用又 るノ 郡 .A' q度千於
ーー ジ ーー 得ス J、ァ 豊 年三 内噸 ア
シ 易於ノV 多第第 岡 産米外木 厚
プ ク ア 部治三三町 出 乃 ーー 節 サ
北 厚珪舟見紀紀 ノ 額至傾粘ー

，、
七

ノ1 サ岩 ノ 町．角砂慮 －＇・、 一説土米
十ニヲ 厚烏童書及 々 克ク~ジ約乃
度一被サ 屋岩粘 ーー 土使厚千至

西米覆六根 ノ 土 露 約用 サ七五
ーー セ 米 ノ 白層 出 ーー 三百主一

走 シ ノV 内陸色 ア セ 百堪米噸米
プ 角外岩又 リ JV 噸 ，、、 乃 ナ 一由

南南畿 ア －＇・、
、

J、往古 白 サ 至
, 膨



噸内石粁 J、英閃原岩石 ') ノ 岩西

ナ 外備 ーー 舟 J、 雲料 ノ 粉 ト 友 ヲ 八

9 減毒亙解概花 ーー 毒 云色被十

毒少欄 ') v ;;r- 崩 供欄岐 フ 又覆五

欄 二九 ..A 慮 プ 新岩 ス セ 阜 ..；・、 ジ 度、、
セ 水採 々 酸鮮及 ノV 膝 紫 厚 ーー

ノV 洗取 ーー イむ ナ 黒 モ 士 赤 ヲF 傾

黒 セ セ 採銭ノV 雲 ノ 岐 色 四斜

雲ノレ ノV 取 ヲ J琶 母 挫及 ヲ 五 シ

務長花 基米
、

母 モ モ セ ーー 恵 白
，イe乙早・ ノ ノ フ 離石 闘 宇那 ..A ア 色

闘 .；，、 ..；・、 /V ..A ，，、 11ヨSi 花 ノ JV ') 淡
岩之筋普墨亦 J、 関 雨 号 年 2疋
...＞、 ヲ ーー 遁欄解 1疋 岩郡 ノ 産色

恵粉ア 1也 セ シ 白 及 ーー ヲ 出等

那砕選表ノV 其色 ~ 於 採額 ーー

郡 ジ 別下閃甚粗 グ ブ 掘 －＂・、 ジ

w プ シ 約雲タ 粒 ・守 Ii~ シ 合；？

ジ ーー タ 雲 耐計般

村粉量米闘 キ 宇／ イ 花 火千砕

下 ーー 宇 内 克邑i王, モ ブ ト 儲 煉六 ミJ
L-

阿 製減タト J、 ノ 其－ ヲ岩 克百易

妻スス ’ヨF 恵 J、 信＂＂＇＂手 粉黒 ノ 噸 シ

丸其真 プ 那陶欄 砕雲 原 ナ 豊
草年 ーー 採郡土 セ シ 母 料 ') 岡

及産之取鶴 ーー ノV プ 1乙,... ーー 市町

土 出 ヲ セ 岡化 宅 石崩 用之小

岐額水 ラ 本す シ ノ 粉岩 ヒ 合名
君~ .＞、 洗ノV 小 角 .；・、 ト 及 タ 村 回

稲約 ミ／ 、 里閃粗 ナ 宇 ノV ーー ノ

津ニ再 モ 川石霧 シ花 ::r 於角

村百 ヒ 其沿及 ト 陶 同 ト プ E費
境七主：下岸黒 ナ 磁質 ア ... ，、 互..，＿王, 

ヶ 十二 モ 約雲 リ 器花 ソ 桂 J、

根五割岩ニ 母石 ノ 同 タ 岩桂

六
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幸吉 有牛 セ 鯨 ーー ーー 一 米 プ ・マ ノZ〆 フ 山

千 シ 花ノレ ーー 於於 .＞、 ．守 採 ア岩ノV ノ

一
、
闘 取採石下一 其 モ ブ プ ブ ~プ 凹

百毒質 ノ ；器 J、 －＇，、 採妻 セ 耳え ーー 11可萩

l米 畑花 J、 別ニ深収木 ノν ・I!: 曾妻原

セ 間 粉 セ 採 サ 場村 モ ア セ 及室：

東 /V 岩砕 .＞、 取 －＇・、 ア 新未 ,. . ;A 丸木
ヨ モ .，；，、 ユノ 三場一 9 山 タ LU 積 車： 村
9 ノ 白 プ 害1 ア メ，....じ噌 シ 附新 ノ 津 附華rr
南 －＇，、 色 石 乃 セ モ 近鮪： 回 村理 山

西粗細粉至 ブ エぇ 現 J、 ナ 何J 境 ーー 駄
ーー 意粒 一 七 f也 三ノ 時地 JV 近 & 於知

! 入約
ト ーー 製 害リ 表 プ ..；・、 表岩 J、 根 ブ 国I
ア シ Jξ 減下深休下石義 附 ＿；齢、 2巴

百ノレ プ ;It： 少ニ キ 業五 ーー 欄 lli: t也 田
米 土 殆年 シ 米蕗 .:A 米 建甚 d，、 表村、

概ーー 岐 〉〆 産水乃 ーー 内 セ タ 岩下上

亙君rs ト 出 1先至 於 シ外 二λ シ 石五肥
リ 鶴 石額 セ 玉 プ プ ．？ 萩 ク 比米 田
十 ]R 英 ，，，、 J、 米 モ 前 ブ 民〔 最 較乃 泉
採村・ 2え約去； ・守 ニ者 採附 モ 的 至 回I
lU. ニ長二 －ブ 米 ノ 取託 深新 九深

妻場 図山
石 千割採 ヲ 京日 セ .，；，、 キ 鮮米 r畢
ヨ 五乃 取 超 ク フ 4究 ト ーー ーョp ) !I 

木 ノ , 百至 セ ユ 霧 ノV シ コ シ プ i告
村北 成七五 フ JV 燭駄 ブ ロ 7 採岸

大東 9 十割 JV 毛 甚知 地 .，；・、 1出 取 ーー
請E ーー 少 噸減採 ノ タ 附表 地 表 3え 於

，、
九
ーー 北 量 ナ 少 、取 ナ ジ 近下表 下ノV 7 

一四 ノ リ 3、 シ シ jJ ノ 約下一 屯 慮
採 ヨ 黒 ト ト タ 深 フ 目巴 一 一 米 未 々一一
取 9 ε； bξ J主 ヨミ ノV 津 二入 田 米 十乃 タ ーー

場南母： ヒ モ Jll 上川 乃 六至 新採
ア 東 ヲ 水 ノ f合目巴沿 歪 米三 鯖． 取
リ ーー ，百e、 1先 J、 W: 回 岸八 '"" 米 ナ セ、
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ナ ，タ勅ノ宇約鮮ジ妻二部未 鶴 ｜
ノV 釜 ν 薬｛鼓花六ナ南木 達 ニタ里

モ戸其採品問千ノV 北村セ溝新村

ノ 裏他取 ヲ 疋u三sf 噸岩約大 .A 扶鮮 ーー
J、 ti I 駄原含 J、 ナ 石八瀧採 ヲ ナ 方を

延 ノ 知料有 白
, 
ーー 十 一・． ］民 ナ ノV ケ

長 モ 町 ーー .7. 色 ト 達米於セシ岩 ノV

約 ノ 東供 本細 ス ス東ケノV 其石モ
百 J、 仕i セ 石.....松、...... 採西 ；V モ遺品ノ

十黒及 フ .；・、 ーー 取約モノ縁遠 J、

五雲稲 1ノ 葉 ジ

米母津主 宰 ア ノV 十 J、筋最スグ

幅花村 ーー 欄殆 モ五延ユ毛 最 J、

約 間 泰士 フ、 シ ノ米長ア深大著

一 －！！コ.. _ 
一 山 岐ノV ト ＿.，、 ノ 約選 -¥'- ナ ;/ 

一 ヲ 及郡 ト O一 直問 千別慮 ノV ク

米 貫大釜 否五 4・ 採五 セ 垂採毒

乃 キ 草． 戸 フ 粍 ーー 収百 J、 直 IOC 嫡

圭 略 附村 サ 内 * セ 米殆 ーー 跡 ジ

十南近釜 ノレ 外 洗 フ 中高 ン 車ヲ J、 t也
米 北 一 戸 ト ノ ジ L〆 約 ト 一 面 表、 一
最 一由 於裏 ーー 石 約深三 半十積下

大抵 ア山 闘 英 一 サ 百減四 約 一一
ナ 走 少大 セ 及 客l約五 シ 米二 米
ノV セ 量 島 .7. 長 減十十水 ナ 千 乃
=E- ,JV ーー 及線石 少米米洗ノジ二 至
ノ 四之紳 ア ヨ J屯 乃 ノ セ モ 百十、
.＞、 3私i三4f ヲ 徳使 リ 石至 扇 .；，、 未平米
延服採附用 成 粉十桃具： タ 方 ？守

長 一 取近 コR リ ノ 五肢約新米 ブ

約 ミJ ス 等ノν 稀 年米ノニ鮮ア採

一 プ ノV ーー ヲ ーー一
百其 モ 於得黒 出シ！庇減ノv 7 ス

九 最 ノ プ ，、、 空＂＂耳手 額アヲ少岩！IJ ,;v 
十小 ア セ ク 母． J、新ナス石頂モ

七
0 



ー「

ス 股大 ，、．、 一由 ジ西約 ア収二英解米
採 ヲ サ グ比 ア ヨ 五一 セ 百瑳 セ 中高

取 ナ ..＞、 ・守 ジ坑 9 I百 J、フ米岩 JV 約

ジ ス 普－ タ 7 内南五神ノV 露 ヲ 二E 十、
十徳岩頭貫タ 士 ；重 イ 僅掘 々 ノ 米

ノV 岐ー ト 少 ーー 東米ノ石 ノ キ 、 乃
モ 郡糎 J、 ナ プ ーー 幅東 J、 中高 プ 、‘ 、 宝
ノ 鶴乃殆 リ 之亙 0 方新最略ヲ二
.＞、 里至 γ ヲ リ 四約鮮大東採十

直村十 ト 採延：五八 ーー 九西取五
チ 花糎石 取長 米百 三J 十 ーー シ 米

ーー 立 ナ 英 コぇ 約 乃米 ア米走地 ナ

石 ノ ノV 及 採千至 ーー 深最 リ 表 9 

粉 モ モ 長 取五二 ア サ 小北下約

ーー ノ 具：石 シ十四 リ 約十方 一 一一一
製 －＇・、 集 ヨ タ 米米 ア 五米十米十
.A 字合 9 /V 幅ア 閃 米 内 度 内箇

土花 セ 成 毛 ：均 リ 弓苫再手 ’マ 外 乃 外慮

岐 同 JV リ ノ 。一花 プ ナ 至 ーー ーー

郡 質 毛 少 ＿，.、 四 J、 闘 採 ヲ 二至於

稲 花 ノ 量 直五神岩 i艮 ト 十 ν 7 

津 闘 ..＞、 ノ チ 米徳 中 Jζ シ 度 J、 露

村岩長黒 ーー 乃 ノ ーー 神六 ーー 中 天

？壷 中 サ z壁p;; 石 受南略徳箇傾止掘

平 ーー 約母 粉ー 東北 附慮奈｝ ス ーー

ノ’ ア 一一 ヲ ーー － ’J・Fー3， 西近 ーー セ 釜 7 
モ 9 米含 粉米 四 ヨ ノ 於 JV 戸 採
ノ ブ l隔 有 砕 ナ 百 ソ 毛 プ 岩村収

七 J、ー約ス .7. リ 米南 ノ 露脈大 セ

殆坑一石 産岩 ーー 東川 天 ーー 島 フ
エ／ 道米英 出石 ア ーー ニ掘 ジ ノ レ’、
ト ーー 内及 額 J、 リ 亙岩 ーー プ モ 現

採 プ 外長 －＇・、 新 ア ソ 脈 ヨ 延 ノ 時

!OC 操 ノ 石 前鮮北延 一・． リ 長 .＞、 J、

ジ 業塊 ノ 者 ーー 々 長 ジ採約石分

’ 



句、

来 出 リ 迫管 ヲ ，、‘ 一 ーー 砕 リ 石 島

侍雲 7 跡等 f島質耗露 ミ／ 東粉根 サ

！ 石粉 焼布 之ヲ ス ノ 僻究 内 出 紬西 略、 L〆

，、、 紬 シ第外 ス 薬 ーー 八 タ

十 志採 ク 薬 ブ ーー ナ ノV ーー 走束 JV 

六名取厚 ト 石劣 JV 凝使 リ 郡 ζE 

噸態 シ サ ナ 粉等 毛 京 用 北京 ノ、
ーー ノ ブ 四 」ス ーー ト 之 質 ス 方待 、

シ 紬石米凝製 ナ ヨ 砂玉十村 京日

プ 薬粉 内訳 7、 JV 9 岩湯度 附 ク

主主： ーー ーー 外岩之教東 J、 t~ 乃 近 採

債使製 ナ J、 ヲ 十 ーー 中 来 至 J、 耳Z

！｜ 格ー 用ス
.A 9 来黒 ノ －－・、 央待 四主 跡
之 岩待家建分部村 十 一由 ヲ

l高 大 ヲ 石村待築解 ナ 及度第 見
七正 白 J、 役 石石 三〆 ノV 宍 ーー 一 ノV一
l千十来白揚粉材 7 来道傾紀 ノ

l 園年侍色ノト ノ 禍待村斜砂 、司、． 

｜ナノ石叉東稀採色 村ユ ス岩

リ産粉 J、方シ石ヲ附亙凝頁

シ 出 ト 寅 ーー 暗揚呈近 ヲ 友岩

ト 額稿 白 露紘 ア 3え ーー プ 質疑

! コ二
J、 ミJ 色 出 色 ソ、ノV 於東砂友

フ 巣 寅 ーー る〆 ヲ 石 毛 ブ 西岩岩
来 白 シ 東 是材 ノ J、 約及凝
待色 ブ 西 コス ーー 多青 十 凝友、
石 ヲ 露目 － ー 乙 採 ク 京 ~ h疋質

粉ー 呈ス 粒ナ 約 水ヲ 取シ 西ニ 色ニ 粁南 岩J、 岩砂

千之 Y 粁簸タ ...、 シ北之及
四 ヲ - ~三 シ ノV 漸 プ 約 ヲ 盤
百水採 ノ プ 駿次粒 一 石岩

六簸掘 問 赤石磯 ノ 粁粉 ヨ

噸 シ 場之克 J、 ヲ 大 ノ ーー リ
白 フ ア ヲ 土之 アFご、 サ 問 粉成
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一・． ブ tよ］ 陶大 9 十南砂額十 J、 中l~
ーー 試 白五土身、 噸北 層 .＞、 度青土
ヨ 用色米 蝶 ナ ーー ーー 百東粘

ソ セ ノ 長 ... ・、 ミJ 挟五又土 ，，、

鐘 ラ 局、サ 逮 是 ア 在噸 J、 r 遜

質 ν 解約 見 等南 シ 内 東稀摩
ミJ タ ジ 十郡 ノ 西数外西 シ 君日
タ 9 タ 一 立 粘又 居 ナ ーー 青水一
JV ト .JV 米 石 士 ＿，、 ア リ 走決上
モ 云長 ノ 町 .＞、 西 ノV 浅 ソ 色 村
/ フ 石一向 長与 が モ 利南砂及、
ーー
J名E刀I ユ採野 ーー 十厚村 々 賀大
ジ 山 石掘御 出度 サ ノ 東 ーー ~本+.:. 

プ ーー 英跡、｝協 雲乃ー モ 叉 シ 町
白 於及 ア 町 焼至米 ノ J、 プ 詑

色 プ 白 リ 湯 ノ 十乃 ... ・、 北 第 ーー

乃 d，、 雲陶 山 原ん歪 俗方ニ那

圭一母土及 料度ーユ 十紀賀 l

友採 ヲ ... ，、 朝 ーー ーー 五陶度砂郡

白 掘雑 白 日 供傾米器 ーー 磯浅

色 跡、 フ 雲村 セ 3当 ノ 用 傾 層利
ヲ ア ノV 母北 フ スー粘斜 ーー 本寸

是 リ 毛 花鍛 ノV 四層 士 シ 挟 ーー

ジ 陶 ノ 同 輸 其採採 ト 共在 産

時 土 ヨ 左＂ヨt一ー 年掘取稀 ーー シ A 

一・． ，，、 ソ ノ 産 産場 セ ジー厚水

黄輝 成義 三宅、
色石 リ 欄 ［勾 額ソノv b疋掘 O 村

七 ノ 安曾 シ 野 J、其膚色揚六及

縞 山 プ タ 一目 約産 向 ーー ア 米大
ヲ 岩陶 ノV 於 一 出 J、 シ リ 一 y布に市

一
有 ノ 磁 モ プ 十額北 ア プ シ 町
J屯 硫器 ノ ，，、 高 J、 西 第年 プ ノ

概気原 ーー 高 園 七又ニ産北 モ

シ 作料 ジ サ ナ 入 J、 紀 出六 ノ



乃珠桂層至 。 美粘タ v JH~ ア 幅 プ

芳．郡藻 ノ 一ニ和士 ノV ブ 外 リ 約柔

二野土最米米品 モ 粘統一六軟

｜七上 上ア内於挟ノ 力 質 J、 十 ーー

米村 J、部 9 タトア積ナ ノ 噴牽 米 ジ

ノニ蓮ェ玉ノ J、居ノレ 弱気地長 ブ

褐産 見 ア 津土此 J、 ，、、 キ 干し ーー ヲ・ 幸占

色 .A 君自 ') 及壌粘砂 タ モ ノ ア 約 J力

砂中 中 プ 美 ーー 士機銃 ノ 周 リ 八. ~.i 
質山 山 厚和被 ヲ 及知 ト 国 プ 十 ミノ

粘香香 サ i也 J、 採粘面強 ー． 長米北
＼ 

レ取土積 陶 サ 銭土村村約方 キ ーー

厚野東 一 ーー 洪 シ ヨ 約 モ 土約五輪
サ原 LIJ 米於積 ブ リ 一 ノ ヲ 五 レ ーー一
約及香 ア ブ 居煉成寓 ト 検十ノV 於

一小村 y J、ノ ’克 Y 卒アス 米医ア

l二烏 tlJ天粘最及ギ方 Y ノV 幅域 J

米地浦正土上家佐米蓋ヲ約ニ数
ノ 方村入 J、 部根郡 ナ シ 得二蕗箇
砂 J、 直年厚 ーー 克雨 ソ 輝 ，、、 十 々 昆
諜主主入十サ ア 一ー Jlj 石 ジ米ニニ

及積郡月 。 ') 焼村 安 陶深浅露

桂蓋阿以－ 7 成小 山 土 ヲT キ 出

藻地蘇来米 黄 .A 抵 克，＿.＿玉s J、 卒窪 シ

土 ーー 野採 内褐 1J、 2え ノ 一均 地二
ヨ シ 村取外色坂西 疏般約 ヲ 採
') プ 大セノヲュ圏 質 ーー 四 ナ 掘
成土分 フ 土星於東 作 白 米 毛ノ 跡
JV ヨ 郡ノv 壌 シ プ 郡 用 色 ノ 誌 ア

桂 ') 南 ーー 厚 J、 高 ーー 乃 窪 ーー ジ

藻厚庄 被 ヲ？ 来古 田 ヨ 主地疏ー

士，.， 内 ..；，、 。土町 ') 黄 ヲ 質 J、

J、二村 L〆 ...L. 
／、 J、 玉 整 白 ナ 噴山

上五及 供米厚津 質色 セ 気麓
l部米玖 積乃 ヲT 及 シ ーー リ JL ノ、
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埴

山 用 九 ーー 珪上村 ヲ 成 サ 香 出 J、 一一
t也 シ米 白藻部本挟ノV O 村シ暗米
方得 ノ 黄土 ヨ 篠

、、、
桂一松地紫 内

ノ ，、、 問 ノ ナ ソ ノ プ 藻米尾下色外

碇 キ ＿，、 縞 Y O 丘縞土 内 ナ 一・． ヲ ＿，、
藻 J、 淡 ア桂入麓 目 J、 タトノV 浪曇淡

土 上紅 9 藻米 ーー ヲ 下 ノ 松 ~ ジ 寅
a，、 部色真土 ノ 厚基部黒 尾 ヲ 粘色

上 ノ ヲ 下 J、 褐 ヲ－ 二九 ーー 色 }II 利 カ ヲ

部友呈 ーー 数色－ JV ア 土 ーー 用 ヲ 呈
ヨ 色 3、 厚箇粘米 ト , 壊面 ジ有 ジ、
ソ ノ 其サ 昆土乃 ::7 プ ーー セ 得 シ 主主

二部下 O ニ 厚至 ロ 上被 JV ，、‘ 不下

五升一二露アニ ア 部 J、 洪 ~ 純約

米 ナ 二ニ出約米 ソ 約 ν 積 J、 ナ 一、
E，、 リ 米米 シ 一 ノ 其 四 プ 筆淡 9 -'-／、

暗 ト －＂・、 ノ 上一黒下米 厚地黄其米

1.Y.. Jス 概友部米友約，ノ サ ノ 色下 ノ

色 F可 v 白二 ノ 色 四 間 約斜 2え J、 間

。 蘇ア 色二砂土米 ..；・、 一面京友 一一
一野友砂米磯壌 J、 帯米 ーー 白 白 ..＞、

六村 白 層乃 ヲ ーー 京 寅 ノ 蕗色色数

米大色 ア 至 混被 白 1及 黄 々 乃 乃 1~長
..；齢、 野栃 9 一一

.A －＇・、 色 白 褐 ーー 至宝 ノ

暗原質 プ 米 ノV Lノ ーー 色色桂荻友黒

紫 井 ーー 之 J、 禍 ブ ジ ヲ 砂藻色色色

色手シ ーー 瓶色洪ア 是質土 ノ ーー ノ

0 下ア 接 三〆粘積地 ジ粘露部 ミJ 持高
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七地質 セ ブ 土居下薄土 出 芳、ァ ア

ニ方 良ノv 1.iぇ ーー アユキ及ス ナ 厚 9 、
米及好上色 シ リ浪青桂供 リ サ 其
J、 圧 ナ 下 ヲ 7 洪 セ 京藻積 ト 約下

寅 内 フ ノ 主主主；積 9 色土居ス五約

格村 ス 。 シ下層 山砂ヨ J、話米一

色 内 利 。 時
d，、 －＇・、 浦層 9 厚 tll 露米



ス ト ~、 白 挟外露英米 ノ プ 米岩 O
)V 多 一雲 メ 露出下乃 角 高 ーー ／ 九
モ 量般石 リ 出 Jζ ~、 宝磯 サ シ敏二

ノ ナ 一日 シ 戸〆 白 。ヲ約ア 層米

是ノv 1疋北 厚珪色 0 雑ニ地 ヲ ~、

ナ 毛 色海 サ 藻 ーー 五有十下挟暗

リ ノ ナ 部 0 土 シ 米 ジ米ニミ紫 ｜
月 J、 JV 郡 。－＇・、 ア ノ 上延 ；主主主色
産採 モ 青 0 輝約砂部長 シ 下約
出取山 江 三石七銭 J、 約 内 ーー 入

額 ジ 掻村 米安 米 ノ 黄百 ーー 厚米

-L‘ ブ － ー マ同呈・カウノ 乃 山 露数 白 米 厚 ヲT J、，、、

十製 ア 公官昨主ポリ： 歪岩 出 ！菅 色 ノ ヲ－ 。黄
噸銭ノV llI 0 上 ジ ヲ 乃 ~ 。0 禍
内 用 モ ~、 。ーー プ 挟至 崖 。ニ色
外煉 ノ 高 四成地 、『、 友 ーー 七米 .::. 

ナ 克 J、 サ 米麿下其 白 露米 ノ ジ

9 ーー 白二 ノ ジ ーー 下色 出 内砂 プ

ト 製色百 晴上浸約 ヲ コぇ 外鍛厚

去造結五 紫部 .A 五呈、 1V ノ 腎 斗／事・

フ ス晶十 色 J、野米シ珪砂ァ O
青質六 乃反上 J、厚藻鍛え δ｜
江 ナ 米 至白村友ナ土ノ其二

村 ヲ ーー 晴 色右色約 ~、 数下米、
ノ 其 シ 禍下 田 一 十 中居 －＇・、 乃
白 特ア 色部及 シ五部挟友至

εz吾sζ 一 石 ノ J、 野 ア 米 ーー 在 白 O
石苦友 頁 白 上砂 ーー 主軍 ス 色 O I 
叉 土岩 岩色 ノ 畿 .,;/ 石 井 ヲ 一一 七

－＇・、 ヲ ヨ 及 ヲ 丘 ノ ア 安手是米
ノ、

苦含 ソ 砂是陵薄厚 山 下 シ ノ

友有 成 ノ ’ン ノ 唐 サ 岩地 厚赤

-tl .A ノV 数入薩 ヲ 。ノ 方 サ 褐
ト ノν 岩、 層米 々 挟 O 多 ーー 約色 ．
稀 ::r 石 ヲ 内 ーー

、、、
四 数於十頁
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阿寓鎖幅須岡 月 至闘

匪好物 ノ 崎山 間四幅

内 ノ 産測岡国銚箇

産一地量幅幅子月 本

表＝ ュ松武闘 ノ 年

1也 ヨ 本従田 田幅間度一
ヲ ヲ 年事技技及ーュ

松根度 シ手手鹿園於地

島室 ーー タ J、 J、島幅ア

及囲於 ソ 約約園乃技形

永根ア 二ニ恒至術測

原室中 箇箇松ニ員

雨郡川 月 月 本国 J、 量

技花及 4三字技幅縮
手段山 ノ ノ 手 ノ 尺

J、郡田 開閉山地三

約井雨 諌府四形千

三＝技 早中箇測分

箇釧手 問問月 量ノ

月路 J、 幅幅問ュー

宇囲約 山村多従乃

ノ 厚四 口 田治事歪

問岸箇 技技見 シ五

縮郡月 手手園 タ 高

尺ノ 間 J、 J、幅 9 うが

一銭縮 約約飯 rw ノ
高産尺 三回野 チ－ー

分地一 箇箇技村 ーー

ノ 及寓 月 月 手国 ヨ

一釧砂 宇問 J、技 9 

二路ノ ノ 伊約手約

ヨ 圏一 岡野四 J、 一一
9 川乃 本国箇約箇

天上至 渡幅月 ニ月

趨郡五 困及問箇乃

克珪

材岩

料

ト 北

ジ海

地 7 部

採郡

臼

形 ジ杵
タ 町

9 t出

係 ト 方

-i::;; ーー

フ 費

違
二Z

ノV

古
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青

色
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量物物梨重品 ヨ 工縮田間油国
ーー 産産県薬品於 リ 業尺油縮田留
従地地ノ石ヶ二原二田尺 蔚
事秋金粘粘ノV 箇料高神二本郡
ジ 山 弁士土工月用r 分宮高年小
ニタ技技及及業竿鏡ノ 寺易度平
リ 手手石石原乃物一泊 ノ ーー 薬

製 ，，、 ... ・、 膏友料至産 ーー 回一於村
山 岡産華用ニ地 ヨ 2え乃 7

閏 口 山 地産鋸箇 ソ 山 至堀平
牒牒及地物 月 本山形三内薬
ノ ノ 静清産 ノ 年形賑寓久川
石蝋岡山地問度牒富砂松北
英石牒技ノ秋二新並ノ東部

砂陶ノ手地回於庄油ー及産、
産土粘 J、 形新 7 油田 一同 小炭
地及土新測潟技田西 ヨ JI! 地
2え格産潟量山術 ノ 見E ヲ ノ ノ
大魯地牒品梨員地中秋四地
ヨ子諜小ノ 従静 J、形村田技形

j際鍛永工事同縮測及膝手測

ノ鏡井業シ岐尺量小鷹及量
工産技原タ 阜五 ーー F民!:; ~ 闘 一・－
業地手料 9、岡百従 ノ 菓 2え従
原及川用郎山分事三泊小事

料島岐鎮チ島ノシ技田松シ

用根阜物松根ータ手常雨ク
鋸牒！路産田 山乃 , J、盤雇 , 
物 ノノ地技口 歪 約油 J、

産工工甲手及一 三国約
地業業斐 J、大高 箇男ニ
ノ 原原技秋分分 月 鹿箇
地料料手回 ノ ノ 宇油月
形用用 J、膝九｝ ノ回牛
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IMPERI』LGEOLOGICAL SURVEY OF J』PAN
REPORT No. 90 

Annual Report for the Year ending March 31, 1923 

BY 

KINOSUKE INOUYE, Director. 

During the year seven geologists mapped geologically, on a 

scale of 1 : 75,000, seven sheet-map areas of Choshi in East Japan, 

of Tajimi in Central Japan, of Okayama and Fuchu in Chugoku, 

of Imabari and Ino in Shikoku, and of Hondo in Kyushu. Two 

parties were sent to carry out the survey of the coal fields in the 

Provinces m Teshio, I:く：ushiroand Nemuro in Hokkaidδ，the North 

Obirashibe Coal Field in the Province of Teshio being the most 

noteworthy. Three parties have completed the geological mapping, 

on varying scales o{ 1 : 15,000 to 1 : 30,000, of the Takanosu, 

Jing包ji and Wada Oil Fields in the Prefecture of Akita, and of 

the ShinjδOil Field in the Prefecture oi Yamagata . ., Of the 

industrial-minerals in nine prefectures, geologically surveyed by six 

parties during the year, the fuller’s earth in the Prefecture of Niigata, 

the porcelain and fire clay as well as decomposed granite and 

the like, powdered for the manufacture oi porcelain, in the 

Prefecture ofυita, are of considerable economical importance. 

The chemical analyses made during the year numbered 4,866. 



Topographical mapping was carried out in fifteen prefectures, 

completing a survey of nine sheetィnapareas, one special sheet-

map area, three mineral regions, six oil fields, and numerous 

industrial mineral localities. 

The drafting of eight sheet-maps, and the mapping of three 

mineral regions, three oil日elds,and numerous industrial-mineral 

localities, were completecl, and the work on six sheet-maps and 

four oil fields is now in progress. 

The Mineral Museum has acquirej 185 new si:児 cimens,b号side

those coll己ctedby the officials of the Survey. Books, p:i.mphlets, 

and maps acquired during the year, numbered 949 in foreign 

languages, and 779 in Japanese. 

Near the end of this year the Survey was depleted by the 

reduction of four geologists, five topographers and four carto-

graphers. The amount appropriated for the year was 356,198 yen, 

of which 105,845 yen was for the geological survey, and 250,3G3 

yen for the mineral, oil-land and industrial-mineral survey. 
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